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市
で
は
、
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
３
年
計

画
で
「
市
役
所
組
織
機
構
の
改
編
」
を
実
施
し
ま
す
。
合
併
後
３
年
を

経
過
す
る
平
成
20
年
４
月
に
は
、
現
在
の
総
合
支
所
方
式
か
ら
「
本
庁

方
式
」
へ
の
移
行
に
よ
り
、
総
合
支
所
は
支
所
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
課
長
職
以
上
の
管
理
職
は
、
現
在
の
９
部
長
48
課
長
の
57
人

体
制
か
ら
、
８
部
長
３
部
次
長
32
課
長
の
43
人
体
制
を
目
指
し
ま
す
。

編
成
に
お
い
て
相
当
の
財
源
不
足
が
見

込
ま
れ
、
す
べ
て
の
事
務
事
業
の
見
直

し
な
ど
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
経
費
で

最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
効
率
の
高
い
財

政
運
営
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
総
合
支
所
方
式
の
短
所
を
取
り
除
く

本
庁
と
各
総
合
支
所
間
の
事
務
的
連
絡

や
連
携
不
足
と
い
っ
た
問
題
、
地
域
間

の
垣
根
を
取
り
払
う
こ
と
の
困
難
さ
な

ど
、
総
合
支
所
方
式
に
お
け
る
課
題
の

解
決
に
は
、
組
織
機
構
の
一
本
化
に
よ

る
「
本
庁
方
式
」
へ
の
移
行
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

組
織
機
構
の
改
編
は

３
年
計
画
で
段
階
的
に
実
施

市
役
所
組
織
機
構
の
改
編
は
、
平
成
19

年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
３
年
計
画

で
段
階
的
に
実
施
し
ま
す
。

改
編
に
あ
た
っ
て
は
、「
３
つ
の
方
針
」

と
「
具
体
化
へ
の
６
指
針
」
に
基
づ
い
て

進
め
て
い
き
ま
す
。

改
編
の
３
方
針

①
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
に
か
け

て
の
３
ヵ
年
計
画
と
し
ま
す
。

②
現
在
の
「
総
合
支
所
方
式
」
は
、
合
併

後
３
年
を
経
過
す
る
平
成
20
年
度
か
ら

「
本
庁
方
式
」
に
移
行
し
、
総
合
支
所
を

「
支
所
」
と
し
ま
す
。

③
改
編
は
段
階
的
に
行
い
、「
改
革
と
再
生
」

を
具
現
化
し
ま
す
。

具
体
化
へ
の
６
指
針

①
平
成
20
年
度
を
目
標
に
、
本
庁
方
式
に

よ
る
本
庁
と
総
合
支
所
組
織
機
構
の
一

体
化
を
行
い
ま
す
。

②
部
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
部
次

長
制
を
導
入
し
ま
す
。

③
課
の
統
廃
合
に
よ
り
、
課
長
･
主
幹
等

を
削
減
し
ま
す
。
ま
た
、
組
織
の
機
動

力
と
総
合
力
を
高
め
、
さ
ら
に
職
員
配

置
の
柔
軟
性
を
確
保
す
る
た
め
、
係
の

統
廃
合
を
行
い
ま
す
。

④
公
共
施
設
運
営
の
見
直
し
に
よ
る
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
※
１
）
指
針
を
策
定
し
、

外
部
委
託
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

⑤
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
（
※
２
）
導
入
に
よ

る
、
年
功
型
か
ら
能
力
型
に
シ
フ
ト
し

た
人
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑥
平
成
20
年
度
に
は
グ
ル
ー
プ
制
（
※
３
）

導
入
に
向
け
て
検
討
を
始
め
ま
す
。

平
成
20
年
４
月
総
合
支
所
方
式

か
ら
「
本
庁
方
式
」
に
移
行
し
ま
す

「
本
庁
方
式
」
と
は
、
組
織
機
構
を
本

庁
に
集
約
し
、
他
の
庁
舎
を
支
所
と
し
て

利
用
す
る
方
式
で
す
。

支
所
内
の
課
を
関
連
す
る
本
庁
部
署
が

管
轄
す
る
こ
と
で
、
事
務
の
効
率
化
、
組

織
の
統
一
性
と
と
も
に
、
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
調
整
や
優
先
事
業
の
選
定
な
ど
、
行
政

効
率
の
高
い
行
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

総
合
支
所
は
…

平
成
19
年
度

「
本
庁
方
式
」
へ
の
移
行
準
備
期
間
と

し
て
、
総
合
支
所
長
は
部
次
長
級
を
配

置
し
、
調
整
窓
口
は
本
庁
の
企
画
総
務

部
に
一
本
化
し
ま
す
。

現
行
通
り
総
合
支
所
長
が
担
う
事
務
事

業
と
、
総
合
支
所
長
を
経
由
し
て
企
画

総
務
部
長
等
が
担
う
事
務
事
業
と
に
分

か
れ
ま
す
が
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関

係
」
や
「
防
災
対
応
」
な
ど
、
調
整
機

能
的
な
役
割
は
、
引
き
続
き
総
合
支
所

長
が
担
い
ま
す
。

調
整
窓
口
の
一
本
化
に
よ
り
、
連
携
強

化
や
危
機
管
理
時
に
お
け
る
応
援
体
制

の
充
実
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
主
体

的
な
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
体
制
を

確
立
し
ま
す
。

平
成
20
年
度

本
庁
と
各
総
合
支
所
の
組
織
機
構
一
本

化
に
よ
る
「
本
庁
方
式
」
に
移
行
し
、

総
合
支
所
は
支
所
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
な
い
よ
う
、
窓
口
で
の
申
請
や
手
続

き
に
際
し
、
１
ヵ
所
で
各
種
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
行
す
る
「
市
民
窓
口

セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）
の
設
置
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
事
務
事
業
の
調
整
機
能
的
な
役

割
は
引
き
続
き
支
所
長
が
担
い
ま
す
が
、

企
画
総
務
部
関
係
を
除
く
事
務
に
つ
い

て
は
、
支
所
長
を
経
由
す
る
こ
と
な
く

本
庁
の
関
係
部
長
が
担
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。

本
庁
は
…

平
成
19
年
度

収
入
役
制
度
の
廃
止
に
よ
り
、
前
収
入

役
の
業
務
を
担
当
す
る
部
長
級
の
「
会

計
管
理
者
」
を
新
設
し
ま
す
。

経
済
建
設
部
を
「
経
済
振
興
部
」
と
「
建

設
部
」
に
分
割
し
ま
す
。「
経
済
振
興
部
」

に
は
、
６
次
産
業
振
興
に
向
け
た
関
連

部
署
を
配
置
し
、
連
携
強
化
と
集
中
の

も
と
、
地
域
産
業
の
振
興
と
底
上
げ
を

目
指
し
ま
す
。

今
、
な
ぜ
改
革
が
必
要
な
の
か

１
長
門
市
経
営
改
革
プ
ラ
ン
（
行
政
改
革

大
綱
／
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
に
基
づ
く

「
改
革
と
再
生
」
へ
の
取
り
組
み

平
成
18
年
３
月
に
策
定
し
た
「
集
中
改

革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
職
員
の
定
員

管
理
の
適
正
化
（
平
成
26
年
度
ま
で
の

10
年
間
で
100
人
、
21
年
度
ま
で
の
５
年

間
で
は
50
人
の
職
員
削
減
）
を
進
め
て

い
ま
す
。

ま
た
一
方
で
は
、
危
機
管
理
体
制
や
国

体
準
備
な
ど
、
新
た
な
行
政
需
要
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
抜
本
的
な

「
組
織
機
構
の
改
編
」
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

２
財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す

国
の
構
造
改
革
の
一
環
と
し
て
、
三
位

一
体
の
改
革
（
国
と
地
方
の
税
、
財
政

改
革
）
に
よ
る
地
方
交
付
税
や
補
助
金

の
廃
止
・
縮
減
が
見
込
ま
れ
る
中
、
長

門
市
が
昨
年
10
月
に
作
成
し
た
「
中
期

財
政
見
通
し
」
で
は
、
来
年
度
の
予
算

平
成
20
年
度

「
本
庁
方
式
」
へ
の
移
行
に
併
せ
、
市

民
福
祉
部
な
ど
の
改
編
に
よ
る
組
織
の

ス
リ
ム
化
を
行
い
ま
す
。

本
庁
・
総
合
支
所
共
通

平
成
21
年
度

「
検
証
」
･
「
見
直
し
」
に
よ
る
総
仕
上

げ
と
と
も
に
、
新
た
な
組
織
機
構
改
編

に
取
り
組
み
ま
す
。

平
成
19
年
度
主
な
組
織
機
構
改
編

①
「
助
役
」
制
度
の
見
直
し
に
伴
い
、「
副

市
長
」
に
名
称
を
変
更
し
ま
す

②
収
入
役
制
度
は
廃
止
と
な
り
、
会
計
課

長
を
兼
務
す
る
部
長
級
の
「
会
計
管
理

者
」
を
新
設
し
ま
す

③
経
済
建
設
部
を
「
経
済
振
興
部
」（
商
工

観
光
課
・
農
林
課
・
水
産
課
）
と
「
建

設
部
」（
都
市
建
設
課
・
下
水
道
課
・
水

道
課
）
に
分
割
し
ま
す
。「
建
設
課
」
と

「
都
市
計
画
課
」
を
統
合
し
、「
都
市
建

設
課
」
を
設
置
し
ま
す
。「
水
道
課
」
を

建
設
部
の
所
管
と
し
ま
す

④
総
合
支
所
長
は
、
総
務
課
長
を
兼
務
す

る
部
次
長
級
を
配
置
し
ま
す

⑤
本
庁
の
「
監
理
課
」
を
「
財
政
課
」
に

統
合
し
ま
す

⑥
総
合
支
所
の
「
経
済
課
」
と
「
施
設
課
」

を
統
合
し
、「
経
済
施
設
課
」
を
設
置
し

ま
す

⑦
教
育
委
員
会
の
３
事
務
所
に
つ
い
て
は
、

公
民
館
（
三
隅
公
民
館
・
日
置
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
・
油
谷
中
央
公
民
館
）

と
し
て
改
編
し
、
館
長
は
嘱
託
職
員
を

配
置
し
ま
す

職
員
給
与
の
減
額
、
定
員
管
理
の

適
正
化
な
ど
で
平
成
19
年
度
は

４
億
５
千
万
円
削
減
へ

市
で
は
、
厳
し
い
財
政
事
情
を
ふ
ま
え
、

職
員
給
与
の
見
直
し
（
平
成
18
年
４
月：

平
均
4.8
％
減
）
や
職
員
数
の
削
減
（
平
成

17
・
18
年
度：

約
30
人
削
減
）、
職
員
出
張

旅
費
の
見
直
し
（
平
成
18
年
10
月：

県
内

日
当
廃
止
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
長
な
ど
特
別
職
の
報
酬
額
等

に
つ
い
て
、
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
各
種
補
助
金
の
見
直
し
を
は
じ

め
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
引
き
続
き
行
財

政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課
人
事
係
　
TEL
23
‐
１
１
１
４

※
１
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

業
務
の
外
部
委
託

※
２
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム

職
員
の
能
力
・
実

績
等
を
評
価
す
る
な
か
で
、
組
織
の
活
性
化
、

適
材
適
所
配
置
な
ど
に
活
用
す
る
総
合
的
な
人

事
制
度

※
３
グ
ル
ー
プ
制

現
行
の
係
単
位
の
事
務
を

課
単
位
と
し
、
事
務
量
や
緊
急
度
等
に
応
じ
て

担
当
課
長
権
限
で
グ
ル
ー
プ
を
編
成
。
職
員
の

流
動
化
、
協
調
性
確
保
と
と
も
に
意
思
決
定
の

迅
速
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す

用
語
の
説
明



市
役
所
組
織
機
構
の
改
編
に
伴
い
、
１
月
下
旬
か
ら
、
市
役
所
各
庁
舎
で
事
務
所

の
移
転
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
旧
Ｎ
Ｔ
Ｔ
局
舎
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す

水
道
課
と
下
水
道
課
に
つ
い
て
は
、
３
月
中
旬
に
本
庁
２
階
に
移
転
し
ま
す
。

ご
来
庁
の
際
は
、
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、
窓
口
で
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
各
課
直
通
の
電
話
番
号
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。



所

得

税

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
戻
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

①
年
末
調
整
で
所
得
控
除
な
ど
に
漏
れ

が
あ
っ
た
人

②
一
定
額
以
上
の
医
療
費
を
払
っ
た
人

③
昨
年
の
途
中
で
勤
め
を
辞
め
た
ま
ま

再
就
職
せ
ず
、
年
末
調
整
を
受
け
て

い
な
い
人

④
マ
イ
ホ
ー
ム
の
取
得
や
大
規
模
改
修

を
ロ
ー
ン
で
し
た
人

⑤
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
実
際
に

計
算
し
た
所
得
税
よ
り
多
い
人

⑥
火
事
や
台
風
、
盗
難
な
ど
の
被
害
を

受
け
た
人

⑦
退
職
所
得
が
あ
る
人
で
、
そ
の
所
得

を
含
め
て
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
に
つ
い
て
定

率
減
税
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
人

⑧
予
定
納
税
を
し
た
が
、
確
定
申
告
の

必
要
が
な
く
な
っ
た
人

申
告
は
窓
口
か
郵
送
な
ど
で

自
分
で
書
い
て
お
早
め
に

税
務
署
や
申
告
相
談
会
場
で
は
、
申

告
書
を
自
分
で
作
成
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
記
載
方
法
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
所
得
税

や
消
費
税
の
申
告
書
な
ど
を
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp
/

所
得
税
の
確
定
申
告
相
談
日

●
期
間
　
２
／
16
（金）
〜
３
／
15
（木）

●
時
間
　
９：

00
〜
17：

00

●
会
場
　
長
門
税
務
署

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
昨
年
１
年

間
の
所
得
金
額
を
総
決
算
し
、
そ
の
所

得
金
額
に
対
す
る
税
額
を
確
定
し
、
納

め
す
ぎ
た
税
金
、
納
め
足
り
な
い
税
金

を
精
算
す
る
も
の
で
す
。

確
定
申
告
が
必
要
な
人

給
与
所
得
者
の
場
合

給
与
所
得
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）
の

所
得
税
は
、
通
常
年
末
調
整
で
精
算
さ

れ
る
の
で
確
定
申
告
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
人
は

申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
給
与
収
入
が
２
千
万
円
を
超
え
る
人

②
１
ヵ
所
の
給
与
支
払
者
か
ら
給
与
を

受
け
、
給
与
所
得
お
よ
び
退
職
所
得

以
外
の
合
計
が
20
万
円
を
越
え
る
人

③
２
ヵ
所
以
上
の
給
与
支
払
者
か
ら
給

与
を
受
け
、
従
た
る
給
与
の
収
入
と

給
与
所
得
お
よ
び
退
職
所
得
以
外
の

所
得
合
計
額
が
20
万
円
を
越
え
る
人

そ
の
他
の
人
の
場
合

事
業
所
得
（
商
業
、
工
業
、
農
業
、

漁
業
、
医
業
等
）
や
不
動
産
所
得
（
地

代
、
家
賃
等
）、
配
当
、
公
的
年
金
や
そ

の
他
の
雑
所
得
、
満
期
保
険
金
等
の
一

時
所
得
、
不
動
産
の
売
却
な
ど
の
所
得

の
あ
る
人
で
、
こ
れ
ら
の
所
得
合
計
額

が
所
得
控
除
額
の
合
計
額
を
越
え
る
人

は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
告
不
要
で
も
申
告
す
る
と

税
金
が
戻
る
場
合
が
あ
り
ま
す

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
人
で

も
、
次
の
よ
う
な
人
は
確
定
申
告
を
す

る
と
給
与
や
公
的
年
金
な
ど
か
ら
源
泉

平
成
19
年
度
の
市
・
県
民
税
の
算
定

の
基
と
な
る
昨
年
１
年
間
の
所
得
金
額

な
ど
を
申
告
す
る
も
の
で
す
。

市
・
県
民
税
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な

い
と
、
国
民
健
康
保
険
料
や
介
護
保
険

料
の
決
定
、
保
育
園
、
公
営
住
宅
、
福

祉
医
療
、
児
童
手
当
の
申
請
や
所
得
・

課
税
証
明
の
発
行
な
ど
に
不
都
合
が
生

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人
に

は
、
市
・
県
民
税
申
告
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
別
紙
の
「
市
・
県
民
税
申
告

書
の
書
き
方
」
を
参
考
に
記
入
の
上
、

指
定
さ
れ
た
相
談
日
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

市
・
県
民
税
申
告
書
が
届
い
た
人
で

昨
年
収
入
が
な
か
っ
た
人
も
、
申
告
書

裏
面
の
「
平
成
18
年
中
に
収
入
の
な
か

っ
た
人
《
通
信
欄
》」
の
該
当
項
目
に
記

入
し
、
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
上
、
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
告
が
必
要
な
人
で
申
告
書

が
届
い
て
い
な
い
人
は
、
本
庁
税
務
課

市
民
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に

住
所
の
あ
る
人
で
、
平
成
18
年
中
に
次

の
所
得
が
あ
っ
た
人

①
商
業
、
工
業
、
農
業
、
漁
業
、
医
業

等
の
事
業
所
得
が
あ
っ
た
人

②
地
代
、
家
賃
、
受
取
小
作
料
等
収
入

や
不
動
産
の
売
却
な
ど
に
よ
る
所
得

が
あ
っ
た
人

所
得
税
に
つ
い
て

●
長
門
税
務
署

TEL
22
‐
２
４
４
１

●
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.taxansw

er.nta.go.jp/

市
・
県
民
税
に
つ
い
て

●
市
役
所
税
務
課
市
民
税
係

TEL
23
‐
１
１
２
４

市
・
県
民
税

③
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
市
税

務
課
へ
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が

な
か
っ
た
人

④
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
な

か
っ
た
人
や
２
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与

を
も
ら
っ
た
人

市
・
県
民
税
の
申
告
が
不
要
な
人

①
税
務
署
に
平
成
18
年
中
の
所
得
税
の

確
定
申
告
を
す
る
人

②
平
成
18
年
中
の
所
得
が
給
与
ま
た
は

年
金
だ
け
で
、
そ
の
支
払
者
か
ら
市

税
務
課
へ
給
与
支
払
報
告
書
、
公
的

年
金
等
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
人

・
印
鑑
（
認
印
）

・
申
告
書
が
送
ら
れ
て
い
る
人
は
、

そ
の
申
告
書

・
各
種
事
業
所
得
の
あ
る
人
は
、
各

種
収
支
内
訳
書
（
収
入
・
経
費
ご

と
に
集
計
し
、
領
収
書
は
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
）

・
農
業
、
不
動
産
等
の
事
業
用
固
定

資
産
償
却
費
が
あ
る
人
は
、
昨
年

５
月
に
固
定
資
産
税
納
付
書
に
同

封
し
た
固
定
資
産
税
課
税
証
明
書

・
給
与
や
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

（
必
ず
原
本
が
必
要
で
す
）

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
､
医

療
費
の
領
収
書
や
保
険
な
ど
で
補

て
ん
さ
れ
る
金
額
の
明
細
書
（
領

収
書
は
あ
ら
か
じ
め
医
療
を
受
け

た
人
、
医
療
機
関
ご
と
に
整
理
・
集

計
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
）

必
要
な
も
の

問
い
合
わ
せ

・
社
会
保
険
料
控
除
や
生
命
・
損
害

保
険
料
控
除
を
受
け
る
人
は
、
各

種
支
払
証
明
書
や
領
収
書

・
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、
障

害
者
手
帳

・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
人
は
、
住
民
票
の
写
し
、
登
記

簿
謄
本
ま
た
は
抄
本
、
請
負
契
約

書
ま
た
は
売
買
契
約
書
（
収
入
印

紙
貼
付
済
み
）
の
写
し
、
住
宅
借

入
金
の
年
末
残
高
証
明
書
な
ど

農
業
申
告
を
さ
れ
る
人
へ

営
農
口
座
を
お
持
ち
の
人
は
、
農

協
か
ら
送
付
さ
れ
る
営
農
口
座
取
引

通
知
書
（
年
間
集
計
表
）
を
必
ず
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
農
協
以
外
で
の
そ
の

他
必
要
経
費
と
な
る
領
収
書
等
は
、

あ
ら
か
じ
め
科
目
ご
と
に
整
理
・
集

計
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
米
の
作
付
け
の
あ
る
人
は
、

農
協
へ
の
出
荷
数
量
、
保
有
米
数
量

等
を
あ
ら
か
じ
め
申
告
書
の
該
当
項

目
に
記
入
し
、
申
告
時
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

今
年
も
確
定
申
告
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
申
告
の
準
備

は
お
済
み
で
す
か
。

所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
・
県
民
税
の
申
告
は
２
月
16
日
（金）
か
ら
３
月

15
日
（木）
ま
で
で
す
。
市
・
県
民
税
の
申
告
相
談
を
２
月
13
日
（火）
か
ら
３

月
15
日
（木）
ま
で
行
い
ま
す
。
期
限
が
近
づ
く
と
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の

で
、
申
告
と
相
談
は
で
き
る
だ
け
早
く
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

こ
の
申
告
に
よ
り
、
平
成
18
年
分
の
所
得
税
が
確
定
し
、
平
成
19
年
度

分
の
市
・
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
等
を
算
出
す
る
重

要
な
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
正
し
い
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
、で
き
る
だ
け
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
告
書
は
郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

税
制
改
正
の
お
も
な
内
容

●
住
民
税
・
所
得
税
率
が
変
わ
り
ま
す

住
民
税
（
市
・
県
民
税
）
の
所
得
割
の

税
率
は
所
得
に
応
じ
て
、
５
％
、
10
％
、

13
％
の
３
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
19
年
度
分
か
ら
一
律
10
％
に

な
り
ま
す
。
200
万
円
以
下
の
課
税
所
得

に
つ
い
て
税
率
が
５
％
か
ら
10
％
と
な

る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
増
額
と
な

り
ま
す
が
、
そ
の
分
所
得
税
が
減
額
と

な
り
ま
す
の
で
、
住
民
税
と
所
得
税
の

合
計
負
担
税
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

●
定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
ま
す

平
成
19
年
度
分
の
市
県
民
税
か
ら
、

定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
ま
す
（
現
行

7.5
％
相
当
、
上
限
２
万
円
）。
ま
た
、
所

得
税
の
定
率
減
税
に
つ
い
て
、
平
成
18

年
分
に
つ
い
て
は
10
％
相
当
額
（
上
限

12.5
万
円
）
が
減
税
さ
れ
ま
す
が
、
平
成

19
年
分
か
ら
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

●
65
歳
以
上
の
人
の

市
県
民
税
非
課
税
措
置
廃
止
の
特
例

昭
和
15
年
１
月
２
日
以
前
生
ま
れ
で

所
得
が
125
万
円
以
下
の
人
に
対
す
る
非

課
税
措
置
の
廃
止
に
よ
り
、
改
正
前
で

あ
れ
ば
非
課
税
で
あ
っ
た
人
の
税
額
に

つ
い
て
、
平
成
18
年
度
は
そ
の
２
／
３

が
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
19
年

度
は
１
／
３
が
減
額
さ
れ
、
平
成
20
年

度
か
ら
は
全
額
課
税
と
な
り
ま
す
。



※ できるだけ指定日にお越しください。
※ 指定日にお越しいただけない人は、同一会場の別日または休日相談日をご利用ください。
※ 市役所税務課・総合支所税務係の窓口では申告相談を実施いたしませんので、各申告会場にご来場ください。

※ 指定日にお越しいただけない人は、同一会場の別日または３月４日・15日をご利用ください。

※ 指定日にお越しいただけない人は、同一会場の別日または３月４日をご利用ください。

※ 指定日にお越しいただけない人は、同一会場の別日または３月４日をご利用ください。

※ 指定日にお越しいただけない人は、同一会場の別日または３月４日をご利用ください。



長
門
市
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
で
あ
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

と
向
上
を
図
る
た
め
、
昨
年
11
月
、
市
役
所
窓
口
に
お
け
る
職
員
の
対
応

等
に
つ
い
て
、
来
庁
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
概
要

実
施
期
間

平
成
18
年
11
月
16
日
〜
30
日

実
施
場
所

市
役
所
本
庁
・
各
総
合
支
所
・
各
出
張

所
・
教
育
委
員
会
事
務
局
・
各
公
民

館
・
市
立
図
書
館
・
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
・

各
保
健
セ
ン
タ
ー
・
消
防
本
部

ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
も
な
質
問
項
目

①
職
員
の
あ
い
さ
つ

②
職
員
の
言
葉
づ
か
い

③
職
員
の
態
度

④
職
員
の
説
明

⑤
職
員
の
服
装
や
身
だ
し
な
み

⑥
職
員
の
対
応

回
答
件
数

１
、
３
２
８
件

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て

・
「
職
員
の
言
葉
づ
か
い
は
い
か
が
で
し

た
か
？
」
の
質
問
で
は
、「
大
変
良
い
」、

「
良
い
」
を
合
わ
せ
て
91
・
５
％
と
、
調

査
６
項
目
の
中
で
一
番
高
い
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
の
項
目
に
つ

い
て
も
90
％
前
後
で
、
全
体
的
に
高
い

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
全
項
目
で
「
普
通
」
の
評
価
が
789
件

（
10
％
前
後
）
あ
り
、
「
大
変
悪
い
」
、

「
悪
い
」
の
評
価
も
38
件
あ
る
こ
と
か
ら
、

更
な
る
改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

※
各
集
計
表
の
件
数
に
つ
い
て
は
無
回
答

数
を
除
い
て
い
ま
す

接
遇
に
関
す
る
自
由
意
見

接
遇
に
つ
い
て
は
、
92
件
（
良
い
評
価

78
件
／
悪
い
評
価
18
件
／
内
４
件
は
両
方

の
評
価
）
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
態
度
に
関
す
る
意
見
が
54
件

と
一
番
多
く
、
次
に
迅
速
な
対
応
に
つ
い

て
が
12
件
、
あ
い
さ
つ
と
説
明
に
つ
い
て

が
各
11
件
、
言
葉
使
い
が
４
件
で
し
た
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
中
か
ら
「
良
い

評
価
」、「
悪
い
評
価
」
に
つ
い
て
、
お
も

な
も
の
を
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
ま
す
。

良
い
評
価
（
内
容
）

○
い
つ
も
入
っ
た
瞬
間
に
優
し
い
声
で
挨

拶
を
も
ら
い
ま
す
。
す
ご
く
感
じ
が
い

い
と
思
い
ま
す
。

○
や
わ
ら
か
い
口
調
、
ゆ
っ
く
り
と
話
し

て
く
だ
さ
る
の
で
よ
か
っ
た
。

○
や
や
こ
し
い
こ
と
を
聞
い
て
も
い
つ
も

丁
寧
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

○
き
び
き
び
し
た
態
度
の
対
応
は
気
持
ち

が
良
い
。
是
非
継
続
し
て
く
だ
さ
い
。

○
わ
か
ら
な
い
事
を
よ
く
説
明
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
い
つ
も
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
が
、

対
応
が
良
い
し
、
仕
事
も
早
く
て
い
つ

も
良
い
印
象
で
す
。

悪
い
評
価
（
内
容
／
今
後
の
対
応
）

●
窓
口
で
対
応
す
る
人
だ
け
で
な
く
、
市

役
所
で
す
れ
違
っ
た
ら
挨
拶
を
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

心
の
こ
も
っ
た
挨
拶
を
心
が
け
ま
す

●
も
っ
と
表
情
を
あ
か
る
く
し
て
ほ
し
い
。

気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
笑
顔
の
対
応
を
心
が
け
ま
す

●
自
分
に
関
係
な
い
手
続
き
と
思
っ
た
と

た
ん
に
態
度
を
変
え
る
人
が
い
る
。
気

分
良
く
な
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て
丁
寧

な
対
応
を
行
い
ま
す

●
世
間
話
は
や
め
て
ほ
し
い
。
待
っ
て
い

る
人
が
迷
惑
。

真
摯
な
態
度
で
職
務
に
取
り
組
み
ま
す

●
も
う
少
し
勉
強
し
な
さ
い
。

説
明
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
ま
す

●
待
ち
時
間
が
長
い
。
も
う
少
し
要
領
よ

く
し
て
ほ
し
い
。

事
務
の
内
容
に
よ
っ
て
は
お
待
た
せ
す

る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
迅
速

で
正
確
な
対
応
に
努
め
ま
す

接
遇
に
関
す
る
こ
と
以
外
の
ご
意
見
・

ご
要
望
も
た
く
さ
ん
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
も
と
に

一
層
の
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

今
回
の
窓
口
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
大
変

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
評
価
は
全

て
の
項
目
で
「
大
変
良
い
」、「
良
い
」
を

合
わ
せ
て
90
％
前
後
の
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
維
持
す
る
と
と
も

に
「
悪
い
」、「
大
変
悪
い
」
を
無
く
し
て

い
け
る
よ
う
接
遇
の
向
上
と
職
場
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

行
政
改
革
推
進
室
　
TEL
23
‐
１
１
２
１



功
績
章

池
永
吉
昭
（
通
第
１
）
黒
　
紀
史
雄

（
通
第
２
）
中
野
浩
明
（
深
川
北
第
２
）

石
光
徳
仁
（
深
川
北
第
２
）
福
井
良

一
（
俵
山
第
１
）
山
下
眞
之
（
三
隅

第
１
副
分
団
長
）
宮
垣
清
久
（
三
隅

第
１
下
中
小
野
）
竹
林
義
男
（
三
隅

第
２
中
村
）
藤
嶋
徹
（
日
置
第
３
）

中
岡
寿
（
油
谷
蔵
小
田
）
大
田
五
郎

（
油
谷
蔵
小
田
）
塩
　
兼
治
（
向
津
具

本
郷
）
磯
嶋
正
嗣
（
向
津
具
田
久
道
）

勤
続
章

40
年
勤
続

上
岡
康
雄
（
本
部
副
団
長
）

35
年
勤
続

小
林
清
（
本
部
副
団
長
）
和
田
眞
一

（
深
川
北
第
２
）
池
本
和
博
（
油
谷
副

分
団
長
）
村
部
博
明
（
宇
津
賀
分
団

長
）
谷
村
太
郎
（
宇
津
賀
後
畑
）
永

松
文
夫
（
向
津
具
副
団
長
）
黒
瀬
善

弘
（
向
津
具
久
津
）

30
年
勤
続

福
永
康
夫
（
日
置
第
２
）
大
田
五
郎

（
油
谷
蔵
小
田
）
満
岡
俊
秀
（
油
谷
蔵

小
田
）
岡
俊
勝
（
宇
津
賀
角
山
）
金

山
義
人
（
向
津
具
久
津
）
木
戸
谷
尊

（
向
津
具
大
浦
）

25
年
勤
続

田
中
秀
典
（
仙
崎
第
３
）
山
本
龍
二

（
俵
山
第
１
）
関
岡
静
男
（
俵
山
第
１
）

坂
倉
誠
治
（
俵
山
第
２
）
佐
々
木
国

生
（
三
隅
第
３
副
分
団
長
）
宮
　
忠

勝
（
油
谷
伊
上
）
藤
村
照
夫
（
宇
津

賀
後
畑
）
山
田
貢
嗣
（
宇
津
賀
後
畑
）

齋
藤
彰
夫
（
宇
津
賀
立
石
）
上
田
博

明
（
宇
津
賀
立
石
）
坂
倉
俊
文
（
宇

津
賀
立
石
）
宮
川
寛
司
（
宇
津
賀
角

山
）
藤
永
裕
明
（
向
津
具
田
久
道
）

20
年
勤
続

池
野
聡
與
（
通
第
１
）
早
川
貴
雄

（
通
第
１
）
川
端
政
春
（
仙
崎
第
１
）

河
部
義
明
（
仙
崎
第
１
）
八
道
新

（
仙
崎
第
３
）
伊
勢
嶋
剛
（
仙
崎
第
３
）

山
田
好
和
（
仙
崎
第
３
）
中
田
朋
之

（
仙
崎
第
３
）
落
志
行
正
（
仙
崎
第
４
）

河
野
浩
之
（
深
川
北
第
１
）
中
村
篤

司
（
深
川
北
第
１
）
尾
野
隆
明
（
深

川
南
第
３
）
有
田
孝
男
（
深
川
南
第

３
）
村
田
博
文
（
深
川
南
第
３
）
山

根
彰
（
深
川
南
第
３
）
岡
藤
久
夫

（
俵
山
第
１
）
増
野
雅
友
（
俵
山
第
２
）

宗
本
雅
彦
（
三
隅
第
１
宗
頭
）
名
和

田
有
伸
（
三
隅
第
２
市
）
光
永
忠
由

（
三
隅
第
２
中
村
）
金
子
宏
道
（
三
隅

第
２
中
村
）
小
川
榮
二
（
日
置
第
１
）

木
村
優
（
日
置
第
１
）
惣
代
芳
治

（
日
置
第
１
）
杉
村
俊
宏
（
日
置
第
１
）

林
弘
幸
（
日
置
第
１
）
光
井
修
（
日

置
第
１
）
梶
川
節
雄
（
日
置
第
１
）

岡
嶋
英
明
（
油
谷
人
丸
）
和
田
拓
之

（
油
谷
人
丸
）
境
谷
知
之
（
油
谷
人
丸
）

中
村
彰
（
油
谷
河
原
）
江
里
正
人

（
油
谷
伊
上
）
湊
史
朗
（
油
谷
伊
上
）

橋
本
英
利
（
油
谷
蔵
小
田
）
宮
　
善

弘
（
油
谷
蔵
小
田
）
長
野
茂
生
（
油

谷
蔵
小
田
）
花
岡
敬
太
郎
（
油
谷
蔵

小
田
）
平
　
恭
男
（
宇
津
賀
津
黄
）

永
松
芳
明
（
宇
津
賀
津
黄
）
竹
島
光

明
（
宇
津
賀
後
畑
）
池
永
興
平
（
宇

津
賀
立
石
）
三
井
吉
則
（
宇
津
賀
立

石
）
藤
田
孝
之
（
宇
津
賀
立
石
）
松

永
義
昭
（
宇
津
賀
角
山
）
松
　
光
政

（
宇
津
賀
角
山
）
大
谷
正
（
向
津
具
久

津
）
坂
根
輝
彦
（
向
津
具
久
津
）
入

江
博
幸
（
向
津
具
久
津
）
井
上
清
司

（
向
津
具
大
浦
）
中
野
武
（
向
津
具
川

尻
）
岡
本
和
徳
（
向
津
具
川
尻
）

15
年
勤
続

岡
村
貞
夫
（
通
第
２
）
平
野
仁
志

（
通
第
２
）
濱
野
知
（
仙
崎
第
２
）

宮
野
日
出
男
（
仙
崎
第
２
）
中
村
達

也
（
仙
崎
第
２
）
斎
藤
隆
志
（
仙
崎

第
３
）
藤
井
博
志
（
仙
崎
第
３
）
佐

渡
尚
長
（
仙
崎
第
３
）
古
田
純
士

（
仙
崎
第
４
）
中
川
竜
治
（
深
川
北

第
１
）
河
野
共
展
（
深
川
北
第
１
）

上
田
克
郎
（
深
川
北
第
１
）
林
昭
広

（
深
川
北
第
１
）
河
野
二
三
規
（
深

川
北
第
２
）
岡
本
不
二
夫
（
深
川
北

第
２
）
末
永
克
彦
（
深
川
北
第
２
）

谷
川
昭
人
（
深
川
北
第
３
）
岡
村
篤

（
深
川
北
第
３
）
横
山
具
寛
（
深
川

南
第
１
）
中
井
康
博
（
深
川
南
第
１
）

藤
井
和
夫
（
深
川
南
第
２
）
谷
川
隆

洋
（
深
川
南
第
３
）
杉
山
範
治
（
深

川
南
第
３
）
河
村
功
（
深
川
南
第
３
）

木
隆
（
俵
山
第
１
）
大
谷
正
信

（
俵
山
第
２
）
山
下
祥
史
（
三
隅
第

１
宗
頭
）
伊
藤
和
久
（
三
隅
第
１
兎

渡
谷
）
田
中
肇
（
三
隅
第
１
下
中
小

野
）
北
村
善
治
（
三
隅
第
２
副
分
団

長
）
河
野
宏
太
郎
（
三
隅
第
３
小
島
）

磯
正
之
（
三
隅
第
３
沢
江
）
小
川
浩

一
（
日
置
第
２
）
増
野
信
次
（
日
置

第
２
）
永
尾
敏
和
（
日
置
第
２
）
松

永
成
泰
（
日
置
第
３
）
原
田
光
明

（
油
谷
河
原
）
吉
村
典
和
（
油
谷
伊

上
）
梅
本
勇
生
（
宇
津
賀
津
黄
）
木

村
成
雄
（
宇
津
賀
津
黄
）
井
上
良
助

（
向
津
具
大
浦
）
船
津
政
治
（
向
津

具
大
浦
）
磯
本
真
司
（
向
津
具
大
浦
）

大
下
和
久
（
向
津
具
大
浦
）
品
川
義

人
（
向
津
具
川
尻
）
藤
川
雅
司
（
向

津
具
田
久
道
）

退
職
団
員
感
謝
状

荒
川
時
廣
（
通
第
１
）
仲
嶋
裕
二

（
通
第
２
）
田
中
秀
典
（
仙
崎
第
３
）

中
田
朋
之
（
仙
崎
第
３
）
宮
国
洋
彦

（
仙
崎
第
３
）
小
田
光
夫
（
仙
崎
第
４
）

宮
津
修
（
仙
崎
第
４
）
落
志
行
正

（
仙
崎
第
４
）
黒
瀬
和
徳
（
仙
崎
第
４
）

稲
原
耕
二
（
仙
崎
第
４
）
河
野
謙
二

（
深
川
北
第
２
）
和
田
眞
一
（
深
川
北

第
２
）
岡
村
篤
（
深
川
北
第
３
）
原

田
栄
（
深
川
北
第
３
）
横
山
具
寛

（
深
川
南
第
１
）
三
浦
孝
（
深
川
南
第

１
）
重
廣
正
美
（
深
川
南
第
１
）
早

川
進
（
深
川
南
第
２
）
松
村
昌
昭

（
深
川
南
第
２
）
杉
本
喜
作
（
俵
山
第

１
）
三
木
辰
義
（
俵
山
第
２
）
山
本

徹
雄
（
俵
山
第
２
）
小
田
宏
（
三
隅

第
１
上
中
小
野
）
杉
山
聡
（
三
隅
第

１
下
中
小
野
）
中
野
　
（
三
隅
第
１

下
中
小
野
）
名
和
田
栄
治
（
三
隅
第

２
）
北
村
善
治
（
三
隅
第
２
）
竹
林

義
男
（
三
隅
第
２
中
村
）
光
永
忠
由

（
三
隅
第
２
中
村
）
大
田
晃
（
三
隅
第

２
野
波
瀬
）
大
西
秀
樹
（
三
隅
第
３

小
島
）
木
村
和
範
（
三
隅
第
３
沢
江
）

小
方
信
弘
（
日
置
第
１
）
小
川
榮
二

（
日
置
第
１
）
中
岡
寿
（
油
谷
蔵
小
田
）

大
田
五
郎
（
油
谷
蔵
小
田
）
満
岡
俊

秀
（
油
谷
蔵
小
田
）
石
田
洋
（
宇
津

優
良
団
員
表
彰

黒
瀬
紀
史
雄
（
通
第
２
）
中
村
定

（
仙
崎
第
２
）
藤
井
浩
二
（
仙
崎
第
３
）

落
志
行
正
（
仙
崎
第
４
）
中
村
浩
明

（
深
川
北
第
２
）
木
原
正
男
（
深
川
北

第
３
）
藤
野
協
（
俵
山
第
１
）
竹
谷

駿
太
郎
（
俵
山
第
２
）
谷
村
幸
雄

（
三
隅
第
１
兎
渡
谷
）
宮
垣
清
久
（
三

隅
第
１
下
中
小
野
）
勝
屋
寿
（
三
隅

第
２
市
）
金
子
宏
道
（
三
隅
第
２
中

村
）
藤
井
慎
一
郎
（
三
隅
第
３
小
島
）

大
谷
尚
史
（
三
隅
第
３
沢
江
）
森
茂

雄
（
日
置
第
３
）
和
田
拓
之
（
油
谷

人
丸
）
藤
田
孝
之
（
宇
津
賀
立
石
）

馬
渡
敬
芳
（
宇
津
賀
角
山
）
河
本
浩

彦
（
向
津
具
大
浦
）
小
島
隆
（
向
津

具
本
郷
）
中
野
武
（
向
津
具
川
尻
）

一
般
表
彰

団
体
（
消
火
協
力
）

新
町
区
、
幸
町
区
、
旭
町
区

永
年
勤
続
退
団
者
感
謝
状

荒
川
時
廣
（
通
第
１
）
田
中
秀
典

（
仙
崎
第
３
）
和
田
眞
一
（
深
川
北
第

２
）
坂
倉
嘉
道
（
俵
山
分
団
長
）
小

方
信
弘
（
日
置
第
１
）
西
田
成
利

（
油
谷
人
丸
）
中
岡
寿
（
油
谷
蔵
小
田
）

大
田
五
郎
（
油
谷
蔵
小
田
）
満
岡
俊

秀
（
油
谷
蔵
小
田
）
井
関
信
正
（
向

津
具
大
浦
）
木
戸
谷
尊
（
向
津
具
大

精
勤
章

村
田
義
之
（
通
第
１
）
新
谷
貴
一
郎

（
通
第
２
）
三
輪
薫
（
仙
崎
第
１
）
上

利
一
夫
（
仙
崎
第
１
）
濱
野
知
（
仙

崎
第
２
）
山
田
吉
輝
（
仙
崎
第
２
）

花
谷
正
浩
（
仙
崎
第
２
）
飯
田
法
幸

（
仙
崎
第
３
）
大
深
泰
司
（
仙
崎
第
４
）

中
野
悟
（
深
川
北
第
１
）
杉
原
仁
志

（
深
川
北
第
２
）
山
角
輝
之
（
深
川
北

第
２
）
平
田
健
二
（
深
川
北
第
２
）

國
弘
雅
（
深
川
北
第
３
）
坂
井
典
嗣

（
深
川
南
第
２
）
椋
木
裕
紀
（
三
隅
第

１
滝
坂
）
村
田
眞
二
（
三
隅
第
１
宗

頭
）
宗
本
雅
彦
（
三
隅
第
１
宗
頭
）

河
野
政
志
（
三
隅
第
１
兎
渡
谷
）
上

田
靖
夫
（
三
隅
第
１
上
中
小
野
）
上

田
伸
行
（
三
隅
第
１
下
中
小
野
）
名

和
田
有
伸
（
三
隅
第
２
市
）
山
本
浩

三
（
三
隅
第
２
中
村
）
木
原
博
美

（
三
隅
第
２
中
村
）
岡
崎
栄
治
（
三
隅

第
２
野
波
瀬
）
内
田
義
久
（
三
隅
第

２
野
波
瀬
）
原
弘
昌
（
三
隅
第
３
小

島
）
藤
井
孝
人
（
三
隅
第
３
豊
原
）

石
村
照
明
（
三
隅
第
３
豊
原
）
小
林

努
（
三
隅
第
３
豊
原
）
林
実
（
三
隅

第
３
浅
田
）
上
田
拓
司
（
三
隅
第
３

沢
江
）
中
谷
洋
司
（
油
谷
人
丸
）
日

坂
茂
雄
（
油
谷
人
丸
）
末
永
孝
文

（
油
谷
人
丸
）
磯
中
浩
（
油
谷
河
原
）

中
嶋
智
之
（
油
谷
河
原
）
大
田
裕
治

（
油
谷
伊
上
）
中
嶋
和
彦
（
油
谷
伊
上
）

河
上
実
夫
（
油
谷
蔵
小
田
）
吉
永
泰

弘
（
油
谷
蔵
小
田
）
垰
村
司
（
宇
津

優
良
ク
ラ
ブ
団
体
表
彰

菱
海
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

優
良
ク
ラ
ブ
指
導
者
表
彰

西
深
川
保
育
園
長
　
小
林
久
枝

（

）
内
は
所
属
部
隊
（
敬
称
略
）

賀
津
黄
）
山
本
憲
男
（
宇
津
賀
角
山
）

水
嶋
龍
弘
（
宇
津
賀
角
山
）
井
関
信

正
（
向
津
具
大
浦
）
木
戸
谷
尊
（
向

津
具
大
浦
）
金
子
庸
美
（
向
津
具
本

郷
）
北
川
興
一
（
向
津
具
本
郷
）
山

本
一
雄
（
向
津
具
本
郷
）
中
村
耕
造

（
向
津
具
田
久
道
）

浦
）
金
子
庸
美
（
向
津
具
本
郷
）
北

川
興
一
（
向
津
具
本
郷
）
中
村
耕
造

（
向
津
具
田
久
道
）

賀
津
黄
）
濱
川
滝
美
（
宇
津
賀
津
黄
）

山
片
辰
雄
（
宇
津
賀
後
畑
）
池
永
充

穂
（
宇
津
賀
後
畑
）
高
林
秀
伸
（
宇

津
賀
立
石
）
磯
部
恵
司
（
宇
津
賀
立

石
）
山
本
尚
史
（
宇
津
賀
角
山
）
藤

井
晋
作
（
宇
津
賀
角
山
）
岡
村
和
則

（
向
津
具
久
津
）
作
花
昌
明
（
向
津
具

久
津
）
吉
村
博
克
（
向
津
具
大
浦
）

藤
本
浩
司
（
向
津
具
大
浦
）
久
保
田

和
明
（
向
津
具
本
郷
）
宮
崎
篤
（
向

津
具
本
郷
）
長
谷
川
誠
良
（
向
津
具

川
尻
）
松
岡
千
弘
（
向
津
具
川
尻
）

１
月
７
日
、
長
門
市
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
劇
場
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
松
林
市
長
が

「
市
民
生
活
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で
、
地
域
防
災
活
動
の
核
と
し
て

消
防
団
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
市

民
の
消
防
団
に
寄
せ
る
期
待
と
役
割
は
増
大
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

一
層
の
訓
練
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

観
閲
行
進
に
は
約
650
人
の
消
防
団
員
と
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
お
よ
び

消
防
車
両
33
台
が
参
加
し
、
堂
々
と
し
た
行
進
を
行
い
ま
し
た
。



中
央
畜
産
会
主
催
の
平
成
18
度
畜
産

大
賞
に
県
内
団
体
で
は
初
め
て
選
ば
れ

た
山
口
型
放
牧
研
究
会
の
元
永
素
会
長

（
向
津
具
上
白
木
）
が
１
月
15
日
、
市
役

所
を
訪
れ
、
松
林
市
長
に
受
賞
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

同
会
は
、
肉
用
牛
の
飼
料
費
削
減
の
た
め
、
油
谷
地
区
の
棚

田
を
活
用
し
た
水
田
放
牧
を
導
入
。
そ
の
後
、
県
内
全
域
で
耕

作
放
棄
地
な
ど
を
使
っ
た
牛
の
移
動
放
牧
を
展
開
し
、「
山
口
型

放
牧
」
と
し
て
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
今
回
の
受

賞
に
つ
い
て
元
永
会
長
は
「
コ
ツ
コ
ツ
や
っ
て
き
た
結
果
。
み

な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

山
口
型
放
牧
研
究
会
会
長

畜
産
大
賞
受
賞
を
報
告

１
月
１
日
の
早
朝
、
青
海
島
高
山
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
約
１
㎞
の
行
程

で
標
高
320
ｍ
の
高
山
山
頂
ま
で
歩
く
、

元
旦
恒
例
の
「
第
28
回
新
春
初
歩
き
大

会
」
が
行
わ
れ
、
約
100
人
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

オ
レ
ン
ジ
色
に
染
ま
る
東
の
空
か
ら
太
陽
が
の
ぞ
く
と
、
大

き
な
歓
声
が
上
が
り
、
参
加
者
は
初
日
の
出
を
背
景
に
記
念
撮

影
を
す
る
な
ど
、
今
年
一
年
の
幸
福
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
い
こ
い
の
森
三
隅
の
山
頂
で
開
催
さ
れ
た
御
来

迎
登
山
や
、
日
置
地
区
の
千
畳
敷
、
油
谷
地
区
の
妙
見
山
展
望

公
園
に
も
多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

第
28
回
新
春
初
歩
き
大
会

高
山
山
頂
で
新
年
の
誓
い

１
月
１
日
、
湯
本
温
泉
市
営
公
衆
浴

場
「
恩
湯
」
と
「
礼
湯
」
で
恒
例
の
記
念

入
浴
絵
馬
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

記
念
絵
馬
の
配
布
は
、
昭
和
62
年
に

始
ま
り
今
年
で
21
回
目
。
今
年
の
絵
馬
に
は
、
大
寧
寺
住
職
岩

田
啓
靖
さ
ん
の
書
に
よ
る
「
山
よ
り
大
き
い
猪
は
出
な
い
よ
」

と
い
う
言
葉
と
、
油
谷
在
住
の
漫
画
家
広
中
健
次
さ
ん
に
よ
る

今
年
の
干
支
・
亥
の
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
、
湯
本
地
区
子
供
会

が
塗
り
絵
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
正
午
か
ら
の
開
場
を

前
に
多
く
の
入
浴
客
が
列
を
作
り
、
用
意
さ
れ
た
100
枚
の
絵
馬

は
す
ぐ
に
な
く
な
り
ま
し
た
。

記
念
入
浴
絵
馬
を
配
布

入
浴
絵
馬
に
長
蛇
の
列

１
月
15
日
、「
な
が
と
歴
史
民
俗
資
料
室
」
が
東
深

川
正
明
市
１
区
の
市
教
育
委
員
会
１
階
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
こ
の
日
行
わ
れ
た
開
設
式
で
は
、
松
林

市
長
や
大
嶋
教
育
長
、
南
野
市
議
会
議
長
な
ど
が
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
後
に
は
深
川

小
学
校
４
年
１
組
の
児
童
37
人
が
資
料
室
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

同
室
に
は
、
市
内
の
民
具
や
古
墳
の
出
土
品
、
萩
焼
作
家
の
作
品
な
ど
130

品
目
、
361
点
を
展
示
さ
れ
、
民
具
の
多
く
は
長
門
高
校
か
ら
寄
託
を
受
け
て

い
ま
す
。
展
示
の
説
明
は
職
員
ま
た
は
学
芸
員
が
対
応
し
、
一
部
を
郷
土
学

習
・
研
修
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
開
放
し
ま
す
。（
入
館
無
料
／
開
館
時
間：

９
時

〜
16
時
／
休
館
日：

土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
）

な
が
と
歴
史
民
俗
資
料
室
オ
ー
プ
ン

先
人
の
文
化
資
料
を
展
示

無
病
息
災
を
祈
り

市
内
各
地
区
で
ど
ん
ど
焼
き

正
月
飾
り
な
ど
を
焼
き
、
今
年
一
年
の
無
病
息
災

を
祈
る
ど
ん
ど
焼
き
が
市
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

や
ぐ
ら
の
倒
れ
た
方
角
で
今
年
一
年
間
の
豊
漁
、

豊
作
を
占
う
風
習
が
100
年
以
上
も
続
く
大
日
比
地
区

の
ど
ん
ど
焼
き
は
１
月
14
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
100
人
の
住
民
が
見
守
る

中
、
竹
や
シ
ダ
を
組
ん
で
作
ら
れ
た
高
さ
約
６
メ
ー
ト
ル
の
や
ぐ
ら
に
火
が

つ
け
ら
れ
る
と
、
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
り
５
分
ほ
ど
で
倒
れ
ま
し
た
。
今
年

は
海
側
に
倒
れ
た
の
で
、
豊
漁
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
15
日
に
行
わ
れ
た
通
地
区
の
ど
ん
ど
焼
き
に
は
、
通
小
学
校
の
児

童
や
通
保
育
園
の
園
児
が
訪
れ
、
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た
正
月
飾
り
や
書
き

初
め
な
ど
を
恐
る
恐
る
火
の
中
へ
投
げ
入
れ
て
い
ま
し
た
。



向
津
具
大
好
き

向津具小学校私
た
ち
が
通
っ
て
い
る
向
津
具
小
で
は
、

三
世
代
交
流
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

三
世
代
交
流
と
は
、
地
い
き
の
お
年
寄
り

と
親
と
子
が
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
活
動
す
る

こ
と
で
す
。

ま
ず
、
田
植
え
が
６
月
に
あ
り
ま
し
た
。

み
ん
な
は
だ
し
に
な
っ
て
「
キ
ャ
ー
、
キ

ャ
ー
」
と
言
い
な
が
ら
水
田
に
入
り
ま
し

た
。
初
め
は
、
ぬ
る
ぬ
る
で
気
持
ち
悪
い

け
ど
、
な
れ
て
き
た
ら
手
ぎ
わ
よ
く
田
植

え
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
は
、
稲
刈
り
が
10
月
に
あ
り
ま
し
た
。

稲
刈
り
の
時
は
、
も
う
土
が
か
た
ま
っ
て

い
て
ふ
つ
う
に
歩
け
ま
し
た
。
３
〜
６
年

生
は
稲
を
刈
っ
て
、
１
〜
２
年
生
は
そ
れ

を
運
び
ま
し
た
。

１
月
は
、
も
ち
つ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
か
っ
た
も
ち
米
を
き
ね
と
う

す
を
使
っ
て
も
ち
に
し
ま
し
た
。
自
分
で

つ
い
た
も
ち
は
、
と
っ
て
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
地
い
き
の
お
年
寄

り
の
助
け
を
借
り
て
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
と
今
年
度
は
美
祢
市
の

田
代
小
学
校
の
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

し
ま
し
た
。
友
だ
ち
も
ふ
え
、
と
て
も
楽

し
い
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地

い
き
の
方
々
と
の

交
流
も
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。

私
は
、
少
し
都

会
に
あ
こ
が
れ
て

い
た
け
ど
、
こ
う

い
う
活
動
が
あ
る

向
津
具
が
、
今
は

大
好
き
で
す
。

山 本
や ま も と

祐 希
ゆ き

さ ん

向津具小学校 ４年

湯 川
ゆ か わ

恭 兵
きょうへい

さ ん

長門高等学校 ３年

平
成
18
年
11
月
10
日
。
多
く
の
歓
声

と
拍
手
の
中
、
私
は
舞
台
に
立
ち
ま
し

た
。
こ
の
日
の
こ
と
を
私
は
決
し
て
忘

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
日
は
、
長
門
高
校
40

数
年
ぶ
り
の
文
化
祭
で
し
た
。

前
半
に
行
わ
れ
た
合
唱
は
、
恥
ず
か

し
が
っ
て
ば
か
り
だ
っ
た
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
も
、
練
習
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
気

持
ち
が
一
つ
に
な
っ
て
い
く
か
の
よ
う

に
声
も
大
き
く
な
り
、
笑
顔
で
歌
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
私
は
、
同
じ
学
校

で
同
じ
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
友
人
た

ち
と
協
力
し
て
一
つ
の
こ
と
を
築
い
て

い
く
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

生
徒
会
長
と
し
て
、
文
化
祭
復
活
の

公
約
を
掲
げ
、
不
安
と
緊
張
の
中
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
ま
し
た
。
一

人
の
力
で
は
何
も
出
来
な
か
っ
た
こ
の

計
画
が
、
先
生

方
や
文
化
祭
実

行
委
員
、
そ
し

て
生
徒
一
人
ひ

と
り
に
支
え
ら

れ
、
少
し
ず
つ

形
に
な
っ
て
い

く
に
し
た
が

い
、
私
た
ち
も

自
信
と
喜
び
を

感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
無
事
成
功
に
終

わ
り
、
こ
の
成
功
こ
そ
、
私
が
長
門
高
校

に
い
た
証
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
今
年
で
卒
業
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
在
校
生
に
託
し
ま
し
た
。
再
来

年
度
の
一
般
公
開
に
向
け
て
、
さ
ら
に
大

き
な
大
き
な
力
に
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

長門高校

「
緑
風
祭
」
開
催

「
愛
情
を
か
け
れ
ば
か
け
る
ほ

ど
き
れ
い
な
花
が
咲
く
ん
で
す
」

三
隅
下
殿
村
新
開
市
営
住
宅
横

の
花
壇
を
管
理
す
る
大
田
忠
男
さ

ん
。
昔
か
ら
盆
栽
が
趣
味
だ
っ
た

と
い
う
大
田
さ
ん
は
、
平
成
13
年

に
建
設
さ
れ
た
同
住
宅
集
会
所
に

花
を
植
え
て
み
て
は
と
、
そ
の
敷

地
内
に
花
壇
づ
く
り
を
ス
タ
ー

ト
。
資
材
集
め
や
土
づ
く
り
な
ど

が
と
に
か
く
大
変
で
、
毎
日
作
業

に
明
け
暮
れ
て
い
た
そ
う
で
す

が
、
今
で
は
一
面
に
き
れ
い
な
花

が
咲
き
、
花
壇
近
く
の
道
を
散
歩

コ
ー
ス
に
す
る
人
も
多
い
の
だ
と

か
。
昨
年
は
「
山
口
県
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
、

ま
す
ま
す
熱
が
入
り
ま
す
。

花
壇
に
植
え
ら
れ
る
花
は
、
大

田
さ
ん
自
ら
の
手
で
種
か
ら
育
て

た
も
の
。
４
月
に
種
を
ま
き
、
７

月
の
梅
雨
明
け
頃
に
は
き
れ
い
な

花
を
咲
か
せ
る
そ
う
で
す
。

「
毎
年
ど
う
い
う
花
壇
を
作
ろ

う
か
、
花
の
種
類
や
色
の
配
色
を

考
え
る
の
が
楽
し
い
で
す
」
と
、

花
壇
づ
く
り
の
魅
力
を
語
る
大
田

さ
ん
。
将
来
は
花
壇
前
の
道
を

「
花
街
道
」
に
し
た
い
と
の
こ
と
。

「
花
は
誰
が
見
て
も
美
し
い
と

思
う
も
の
。
一
人
で
も
多
く
の
人

が
花
を
楽
し
ん
で
く
れ
る
よ
う
に

な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
花
が
ほ
し

い
人
に
は
い
く
ら
で
も
差
し
上
げ

ま
す
よ
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

夢
は
「
花
街
道
」
大 田
お お た

忠 男
た だ お

さ ん

殿村新開自治会花の会

田植えの様子

緑風祭の様子

※
仕
事
は

総
務
課
に
配
属
さ
れ

主
に
受
付
業
務
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
お
客
様
と
の
対
応
は
緊

張
し
ま
す
が
、
楽
し
い
で
す
。

※
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
　
電
話

応
対
で
の
言
葉
づ
か
い
は
気
を

つ
け
て
い
ま
す
。
慣
れ
な
い
言

葉
が
多
く
て
な
か
な
か
難
し
い

で
す
ね
。

※
初
任
給
は

お
母
さ
ん
に
お
花

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
残

り
は
も
ち
ろ
ん
貯
金
で
す
よ
。

※
趣
味
は

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で

す
。
先
日
、
先
輩
と
一
緒
に
広

島
に
行
っ
て
満
喫
し
て
き
ま
し

た
。
早
く
自
分
の
道
具
を
そ
ろ

え
た
い
で
す
ね
。

※
結
婚
は
　
30
歳
ま
で
に
は
し
た

い
で
す
。
一
緒
に
い
て
楽
し
い

人
、
自
分
の
素
を
出
せ
る
人
が

い
い
で
す
ね
。

※
好
き
な
食
べ
物
は
　
「
茶
碗
蒸

し
」
で
す
。
お
母
さ
ん
が
つ
く

る
茶
碗
蒸
し
は
、
す
ご
く
お
い

し
い
ん
で
す
よ
。

※
最
後
に
一
言
　
み
な
さ
ん
一
人

ひ
と
り
に
「
長
州
ど
り
」
を
味

わ
っ
て
も
ら
っ
て
、
全
国
の
人

に
愛
さ
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
長
州
ど
り
」を

全
国
へ

松 永
ま つ な が

理 沙
り さ

さ ん

深川養鶏農業協同組合 勤務



い
つ
ま
で
も
元
気
で
自
立
し
た
生

活
を
送
る
た
め
に
は
、
ま
ず
自
ら
が

健
康
づ
く
り
に
関
心
を
持
ち
、
家
族

や
友
人
と
一
緒
に
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
平
成
18
年
度
中
に
今
ま

で
の
旧
市
町
の
保
健
計
画
を
見
直

し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く

り
の
指
針
と
な
る
「
長
門
市
健
康
増

進
計
画
」
を
作
成
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
市
民
意
見
公
募
）
制
度
に
よ
り
「
長

門
市
健
康
増
進
計
画
（案）
」
に
対
す
る

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

長
門
市
健
康
増
進
計
画
（案）
は
、
少

子
・
高
齢
化
社
会
を
活
力
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
豊
か
な
人
生
の
実
現
を
目
指
し

て
、
健
康
寿
命
を
の
ば
す
こ
と
や
生

活
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
４
点
を
基

本
的
方
向
と
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り

と
個
人
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
の
行

動
計
画
で
す
。

基
本
的
方
向

①
一
次
予
防
に
視
点
を
お
い
た
健
康

づ
く
り

②
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り

③
市
民
の
主
体
的
な
健
康
づ
く
り

④
地
域
連
携
の
健
康
づ
く
り

募
集
要
領

■
募
集
期
間
　
２
／
１
（木）
〜
28
（水）

■
募
集
内
容

「
長
門
市
健
康
増
進
計
画
（案）
」
に

対
す
る
意
見
募
集

■
意
見
の
提
出
方
法

市
役
所
健
康
増
進
課
に
直
接
持
参

ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ

ー
ル
に
よ
る

■
そ
の
他

意
見
に
は
氏
名
・
住
所
を
必
ず
記

入
し
て
く
だ
さ
い

■
素
案
の
備
え
付
け
場
所

市
役
所
本
庁
２
階
行
政
情
報
閲
覧

コ
ー
ナ
ー
、
各
総
合
支
所
保
健
セ

ン
タ
ー

※
長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載

し
て
い
ま
す

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4192
長
門
市
東
深
川
1326
‐
６

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
課

TEL
23
‐
１
１
１
９

FAX
23
‐
１
１
６
８

・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（

母
子
保
健
係
）

c
h
iiki.h

o
ke
n
@
c
ity.n
a
g
a
to
.lg
.jp

・
長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.c
ity.

n
a
g
a
to
.ya
m
a
g
u
c
h
i.jp

市
で
は
、
平
成
18
年
度
中
に
今
ま

で
の
旧
市
町
に
あ
っ
た
障
害
者
計
画

を
見
直
し
、
障
害
の
あ
る
人
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
営

み
、
社
会
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
指
針
と
な

る
「
長
門
市
障
害
者
プ
ラ
ン
」
を
作

成
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
公
募
）
制
度

に
よ
り「
長
門
市
障
害
者
プ
ラ
ン
（案）
」

に
対
す
る
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

長
門
市
障
害
者
プ
ラ
ン
（案）
は
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
、
市
民
を
は

じ
め
家
庭
、
職
場
、
学
校
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
行
動
計
画

で
あ
り
、
次
の
３
点
を
基
本
理
念
と

し
て
い
ま
す
。

①
自
立
と
参
加
の
支
援

②
主
体
性
と
選
択
性
の
尊
重

③
地
域
で
の
協
働
と
支
え
合
い

募
集
要
領

■
募
集
期
間
　
２
／
１
（木）
〜
28
（水）

■
募
集
内
容

「
長
門
市
障
害
者
プ
ラ
ン
（案）
」
に

対
す
る
意
見
募
集

■
意
見
の
提
出
方
法

市
役
所
高
齢
障
害
課
に
直
接
持
参

ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ

母
子
家
庭
自
立
支
援

給
付
金
事
業

市
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
の
雇
用

の
安
定
お
よ
び
就
業
の
促
進
を
図
る

た
め
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

就
業
に
必
要
な
能
力
を
取
得
す
る

た
め
、
指
定
の
教
育
訓
練
講
座
を

受
講
す
る
母
子
家
庭
の
母
に
対

し
、
講
座
終
了
後
に
受
講
料
の
４

割
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。

（
上
限
20
万
円
、
下
限
８
千
円
）

平
成
19
年
度
児
童
ク
ラ
ブ

（
学
童
保
育
）
入
会
者
募
集

平
成
19
年
４
月
か
ら
児
童
ク
ラ
ブ

（
学
童
保
育
）
に
入
会
を
希
望
さ
れ

る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。
児
童
ク
ラ

ブ
で
は
、
放
課
後
家
庭
に
保
護
者
の

い
な
い
児
童（
小
学
校
１
〜
３
年
生
）

を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

■
定
員

・
深
川
児
童
ク
ラ
ブ
　
45
人

・
仙
崎
児
童
ク
ラ
ブ
　
25
人

・
三
隅
児
童
ク
ラ
ブ
　
35
人

・
日
置
児
童
ク
ラ
ブ
　
25
人

・
油
谷
児
童
ク
ラ
ブ
　
25
人

■
入
会
基
準

親
、
同
居
の
祖
父
母
等
が
就
労
等

に
よ
り
、
放
課
後
家
庭
で
保
育
が

で
き
な
い
場
合

こ
ろ
ば
ん
塾
第
５
弾

「
太
極
拳
教
室
」参
加
者
募
集

こ
ろ
ば
ん
塾
第
５
弾
「
太
極
拳
教

室
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

要
介
護
に
な
る
原
因
は
、
脳
卒
中

な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
ほ
か
に
、
高

齢
に
よ
る
衰
弱
や
転
倒
・
骨
折
、
認

知
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

予
防
す
る
た
め
に
は
、
活
動
的
に
動

く
こ
と
が
最
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

太
極
拳
の
効
果
は
、「
①
足
腰
が

強
く
な
る
」、「
②
心
が
落
ち
つ
く

「
③
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
養
え
て
転
倒

防
止
に
役
立
つ
」
と
さ
れ
て
お
り
、

動
け
る
体
を
作
る
の
に
最
適
で
す
。

こ
の
機
会
に
楽
し
く
気
軽
に
体
験

し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

２
／
15
（木）９：

30
〜
11：

30

■
場
所

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象

・
長
門
市
在
住
で
40
歳
以
上
の
人

・
医
師
か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い

な
い
人

■
内
容

太
極
拳

■
参
加
料

無
料

■
服
装

動
き
や
す
い
服
、
靴

■
募
集
人
員

50
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限

２
／
９
（金）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
係

山
口
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

４
月
８
日
（日）
、
山
口
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
長
門
市

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
立
候
補
の

届
出
等
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
立
候
補
予
定
者
（
ま
た
は
代
理

人
）
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

説
明
会
当
日
は
、
候
補
者
届
出
等

の
関
係
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

■
日
時

２
／
27
（火）

13：

30
〜

■
場
所

長
門
市
中
央
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

行
こ
う
よ
向
陽

「
食
の
祭
典
2007
春
ま
つ
り
」

向
陽
お
い
し
ん
ぼ
会
で
は
「
食
の

祭
典
2007
春
ま
つ
り
」
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
２
／
17
（土）10：

00
〜
14：

00

■
場
所
　
河
原
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
深
川
湯
本
河
原
）

■
内
容
　

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

10：

00
〜

・
餅
つ
き
大
会
　
　
　
　
10：

20
〜

・
地
元
野
菜
直
売
　
　
　
10：

20
〜

※
な
く
な
り
次
第
終
了

・
伝
統
食
に
よ
る
食
の
祭
典

11：

00
〜
14：

00

※
120
人
程
度

■
参
加
料（
食
の
祭
典
参
加
の
場
合
）

・
大
人
　
　
500
円

・
小
学
生
　
100
円

※
２
／
７
（水）
ま
で
に
農
林
課
耕
地
係

へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

■
そ
の
他

会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
か
、
向
陽
小
学
校
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　

耕
地
係

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

申
請
受
付

排
水
設
備
等
の
工
事
を
行
う
工
事

店
が
一
定
の
要
件
を
備
え
て
い
る
場

合
は
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
申
請
期
間
　
２
／
１
（木）
〜
28
（水）

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
業
務
係

※
講
座
受
講
前
に
事
前
相
談
が
必
要

■
高
等
技
能
訓
練
促
進
費

母
子
家
庭
の
母
が
看
護
師
や
介
護

福
祉
士
等
の
就
職
に
有
利
な
資
格

を
取
得
の
た
め
、
２
年
以
上
養
成

機
関
で
修
業
す
る
場
合
、
生
活
の

経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
修

業
期
間
の
最
後
の
１
／
３
の
期
間

（
上
限
12
ヵ
月
）
に
つ
い
て
高
等

技
能
訓
練
促
進
費
を
支
給
し
ま
す

※
修
業
前
に
事
前
相
談
が
必
要

■
そ
の
他

受
給
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
く
わ
し
く
は
児
童
福
祉
係

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
係

■
負
担
金
（
１
人
／
月
額
）

・
負
担
金
　
　
１
、
５
０
０
円

※
減
免
制
度
あ
り

・
お
や
つ
代
　
１
、
５
０
０
円

■
申
込
期
間

２
／
５
（月）
〜
23
（金）

■
申
込
方
法

本
庁
地
域
福
祉
課
、
三
隅
保
健
セ

ン
タ
ー
、
日
置
保
健
セ
ン
タ
ー
、

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
よ
る

■
問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
係

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
を

可
燃
ご
み
や
不
燃
ご
み
の
中
に
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
資
源
ご
み
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
資
源
ご
み
と

し
て
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

廃
棄
物
対
策
係

ー
ル
に
よ
る

■
そ
の
他

意
見
に
は
氏
名
・
住
所
を
必
ず
記

入
し
て
く
だ
さ
い

■
素
案
の
備
え
付
け
場
所

市
役
所
本
庁
２
階
行
政
情
報
閲
覧

コ
ー
ナ
ー
、
各
総
合
支
所
保
健
セ

ン
タ
ー

※
長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載

し
て
い
ま
す

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4192
長
門
市
東
深
川
1339
‐
２

長
門
市
役
所
　
市
民
福
祉
部

高
齢
障
害
課
障
害
福
祉
係

TEL
23
‐
１
２
４
３

FAX
22
‐
３
６
８
０

・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（

障
害
福
祉
係
）

sh
o
g
a
i@
c
ity.n
a
g
a
to
.lg
.jp

・
長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.c
ity.

n
a
g
a
to
.ya
m
a
g
u
c
h
i.jp



さ
を
配
る
人
間
に
な
り
た
い
。
迷
い
屈

し
て
、
恥
を
さ
ら
し
て
笑
わ
れ
て
も
、

輝
き
を
失
わ
ず
懸
命
に
生
き
て
い
き
た

い
」
と
い
う
言
葉
に
感
動
し
ま
し
た
。

恒
例
の
消
防
出
初
式
は
７
日
、
長
門

市
総
合
公
園
で
整
然
と
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
寒
風
の
中
、
規
律
正
し
く
行
進
、

整
列
、
点
検
す
る
消
防
団
員
の
皆
さ
ん

の
凛
々
し
い
姿
に
感
服
い
た
し
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
自
信
が

湧
い
た
一
日
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
１
月
15
日
、「
な
が
と
歴
史
民

俗
資
料
室
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

さ
さ
や
か
な
式
典
で
し
た
が
、
深
川
小

学
校
の
４
年
生
の
児
童
た
ち
も
お
祝
い

に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
小
さ
な

簡
素
な
施
設
で
す
が
、
糘
塚

す
く
も
づ
か

古
墳
や
深

川
廃
寺
の
出
土
品
な
ど
で
５
、
６
世
紀

頃
の
私
た
ち
の
祖
先
が
ど
の
よ
う
な
生

活
、
文
化
を
営
ん
で
い
た
か
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
八
坂
神
社
所

蔵
の
「
捕
鯨
絵
図
」
は
、
捕
鯨
舟
だ
け
で

な
く
、
ホ
エ
ー
ル
・
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
用

の
舟
も
描
か
れ
て
い
る
全
国
で
も
希
少

な
絵
図
で
す
。

指
定
文
化
財
や
民
具
な
ど
も
展
示
さ

れ
た
、
児
童
・
生
徒
た
ち
に
も
絶
好
な

学
習
資
料
室
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

郷
土
歴
史
研
究
の
拠
点
と
し
て
も
活
用

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ

い
た
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

以
上
、
初
春
に
感
じ
た
こ
と
を
記
し

て
み
ま
し
た
。

初春に感ず

今
年
も
初
春
の
行
事
を
い
く
つ
か
紹

介
し
ま
す
。
ま
ず
元
日
早
朝
、
毎
年
私

は
青
海
島
高
山
の
頂
上
で
初
日
の
出
を

拝
み
ま
す
。
天
候
に
恵
ま
れ
た
今
年
は
、

眼
下
に
広
が
る
故
郷
の
美
し
い
景
色
と
、

ご
来
光
の
素
晴
ら
し
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

に
感
激
し
な
が
ら
の
初
日
の
出
で
し
た
。

祖
先
が
守
っ
て
き
た
豊
か
な
自
然
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
と
、

新
た
に
決
意
す
る
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。

３
日
の
成
人
式
は
、
若
者
の
溌
剌
は
つ
ら
つ

と

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
熱
気
で
、
私

自
身
も
10
年
以
上
若
返
る
日
で
す
。
新

成
人
を
代
表
し
て
の
「
二
十
歳
の
声
」、

増
野
浩
二
さ
ん
の
「
苦
し
い
時
に
自
ら

を
犠
牲
者
と
せ
ず
、
心
を
大
き
く
自
分

に
厳
し
く
し
て
、
そ
の
分
周
り
に
優
し

■三隅総合支所（２階会議室）
２月７日（水）9：00～11：30
■日置総合支所（市民相談室）
２月14日（水）9：00～11：30
■油谷総合支所（２階応接室）
２月19日（月）9：00～11：30
■ 長門市役所本庁３階会議室（北）
２月21日（水）9：00～11：30
■問い合わせ　秘書係 Tel  23‐1113

働
く
人
のハ

ー
ト
ピ
ア
共
済

ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済
は
、
中
小
企
業

で
働
い
て
い
る
未
組
織
の
勤
労
者
の

福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
、
山
口
県

内
全
域
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て
い

る
共
済
制
度
で
す
。

月
々
わ
ず
か
な
掛
金
で
、
死
亡
・

障
害
・
入
院
・
住
宅
火
災
等
の
不
測

の
事
態
に
対
し
て
セ
ッ
ト
で
保
障

し
、
さ
ら
に
結
婚
・
出
産
・
銀
婚
・

小
中
高
校
入
学
祝
金
も
給
付
し
ま

昭
和
30
年
代
の

仙
崎
の
街
並
み
写
真
募
集

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で
は
、
長
門
市

仙
崎
出
身
の
作
詞
家「
大
津
あ
き
ら
」

没
後
10
年
追
悼
企
画
と
し
て
、
４
月

１
日
（日）
か
ら
15
日
（日）
ま
で
文
化
情
報

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
「
大
津
あ
き

ら
・
輝
き
な
が
ら
…
10
年
」
展
を
開

催
し
ま
す
。
大
津
さ
ん
遺
愛
の
品
々

や
写
真
、
賞
状
、
表
彰
楯
な
ど
の
ほ

か
、
大
津
さ
ん
が
生
前
交
流
の
あ
っ

た
芸
能
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。

そ
の
中
で
、
展
示
す
る
昭
和
30
年

代
の
仙
崎
の
街
並
み
写
真
を
募
集
し

ま
す
。
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
へ
直
接
お

県
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

■
募
集
を
行
う
県
営
住
宅
名

田
屋
団
地
（
１
戸
）

長
門
市
東
深
川
153

・
間
取
り
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家
賃
　
２
５
、
７
０
０
円
〜

５
６
、
４
０
０
円

・
駐
車
場
使
用
料
　
800
円

・
入
居
可
能
時
期
　
４
月
上
旬

■
申
込
資
格

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

る
人
（
外
国
人
の
入
居
希
望
者
を

含
む
）

・
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
（
内
縁
関
係
に
あ

る
人
お
よ
び
婚
約
者
を
含
む
）
が

い
る
人

・
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
な
人

・
法
で
定
め
る
収
入
基
準
に
該
当
し

て
い
る
人

■
申
込
期
間
　
２
／
20
（火）
〜
28
（水）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
8532
山
口
市
後
河
原
150
‐
１

山
口
県
庁
分
庁
舎
１
階

山
口
県
住
宅
供
給
公
社

県
営
住
宅
室
県
営
住
宅
班

TEL
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
０
０
４

持
ち
い
た
だ
く
か
、
電
話
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

ル
ネ
ッ
サ
な
が
とTEL

26
‐
６
０
０
１

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
教
室

参
加
者
募
集

教
育
委
員
会
油
谷
事
務
所
で
は
、

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
は
タ
ッ
ク
ル
の

代
わ
り
に
腰
に
付
け
た
２
本
の
タ
グ

（
ひ
も
）
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
ボ

ー
ル
を
パ
ス
し
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
す
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
１
人
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
日
時

２
／
25
（日）９：

00
〜
12：

00

■
場
所

油
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク

ふ
れ
あ
い
広
場

■
対
象

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

■
内
容

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
の
実
技
講

習
・
実
践
（
試
合
）

■
講
師

長
門
市
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会

■
参
加
料

無
料

■
申
込
期
限

２
／
16
（金）

■
そ
の
他

・
普
通
の
運
動
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
（
ス
パ
イ
ク
不
可
）

・
駐
車
場
は
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
の
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
油
谷
事
務
所

社
会
体
育
係

す
。
ま
た
、
事
業
主
が
従
業
員
の
た

め
に
共
済
掛
金
を
負
担
さ
れ
た
場

合
、
税
法
上
は
損
金
ま
た
は
必
要
経

費
と
し
て
算
入
で
き
ま
す
。

■
加
入
で
き
る
人

県
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ

る
中
小
企
業
の
勤
労
者
で
契
約
発

効
日
の
前
日
ま
で
健
康
な
人

■
１
ヵ
月
の
掛
金
（
１
人
分
）

・
１
型
　
　
　
　
　
４
５
０
円

・
２
型
　
　
　
　
　
９
０
０
円

・
３
型
　
　
　
１
、
５
０
０
円

・
４
型
　
　
　
２
、
０
０
０
円

・
高
齢
者
型
　
　
　
４
５
０
円

※
さ
ら
に
１
〜
４
型
に
加
入
し
た

人
、
配
偶
者
・
子
ど
も
は
フ
ァ
ミ

２
月
は
「
相
続
登
記
は

お
済
み
で
す
か
月
間
」

山
口
県
司
法
書
士
会
で
は
、
２
月

を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
」
と
し
、
県
内
各
司
法
書
士
事
務

所
で
相
続
登
記
に
関
す
る
相
談
を
無

料
で
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
司
法
書
士
会
事
務
局

TEL
０
８
３
‐
９
２
４
‐
５
２
２
０

リ
ー
型
５
０
０
円
に
加
入
可

■
問
い
合
わ
せ

長
門
市
勤
労
福
祉
共
済
会
（
長
門

市
役
所
商
工
観
光
課
商
工
係
）

TEL
23
‐
１
１
３
６

な
が
と
商
工
会
商
工
会
議
所
青
年

部
連
合
会
で
は
「
な
が
と
こ
ど
も
フ

ェ
ス
タ
'07
」
を
開
催
し
ま
す
。
大
人

も
子
ど
も
も
入
場
自
由
で
す
。
多
く

の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・
売
買

各
店
舗
に
就
職
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
手
で
販
売
さ
れ
た

商
品
を
自
由
に
購
入
で
き
ま
す

会
場
内
で
は
50
円
券
と
100
円
券
の

２
種
類
の
銀
行
券
を
使
用
（
会
場

で
両
替
し
ま
す
）

現
金
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

■
店
舗
に
つ
い
て

・
店
舗
数

約
50
店

・
職
種

お
菓
子
屋
、
駄
菓
子
屋
、

雑
貨
屋
、
本
屋
、
お
も
ち
ゃ
屋
、

ス
ポ
ー
ツ
店
、
八
百
屋
、
花
屋
、

文
具
屋
、
弁
当
屋
、
写
真
屋
、
釣

具
屋
、
銀
行
、
郵
便
局
、
警
察
、

病
院
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
（
水

産
高
校
、
日
置
農
業
高
校
の
店
舗

も
出
店
し
ま
す
）

子
ど
も
た
ち
の
「
将
来
何
に
な
り

た
い
？
」
と
い
っ
た
夢
を
ち
ょ
っ
ぴ

り
実
現
さ
せ
よ
う
と
い
う
「
こ
ど
も

商
店
街
」
を
開
催
し
ま
す
。
商
店
街

は
約
50
店
舗
。
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
将
来
な
り
た
い
職
業
の
店
を
選

ん
で
自
由
に
働
い
た
り
、
買
い
物
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

飲
食
コ
ー
ナ
ー
や
福
引
き
も
設
置
さ

れ
ま
す
。

■
参
加
に
つ
い
て

・
入
場

大
人
、
子
ど
も
と
も
自
由
（
無
料
）

・
店
舗
就
職

小
・
中
学
生
の
み

会
場
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
自
分

の
希
望
す
る
職
業
を
選
べ
ま
す
。

（
転
職
可
）
仕
事
は
店
舗
ス
タ
ッ

フ
が
指
導
す
る
の
で
、
楽
し
み
な

が
ら
会
場
内
の
た
く
さ
ん
の
職
業

を
体
験
で
き
ま
す

課
題
曲
「
あ
ら
た
な
る
風
よ
」
を

市
民
が
チ
ー
ム
で
合
唱
し
ま
す

お
面
づ
く
り
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
、
風

船
ア
ー
ト
な
ど
幼
児
を
対
象
に
し
た

遊
び
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す

■
問
い
合
わ
せ

長
門
商
工
会
議
所
内

な
が
と
商
工
会
商
工
会
議
所

青
年
部
連
合
会

TEL
22
‐
２
２
６
６

観
光
汽
船
海
上
交
通

安
全
祈
願
祭
乗
船
客
募
集

青
海
島
観
光
汽
船
で
は
、
今
年
も

海
上
交
通
安
全
祈
願
祭
の
中
で
実
施

す
る
恒
例
の
観
光
船
パ
レ
ー
ド
の
乗

船
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時

２
／
25
（日）

11：

00
〜

■
場
所

青
海
島
観
光
汽
船
（株）

■
内
容

深
川
湾
内
航
海（
約
40
分
）

■
定
員

ペ
ア
50
組
（
100
人
）

■
乗
船
料

無
料

■
応
募
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
代
表

者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
（
で
き
れ
ば
携
帯
電
話
）
と

同
伴
者
の
氏
名
・
年
齢
を
明
記

■
申
込
期
限

２
／
15
（木）
（
必
着
）

■
決
定
通
知

抽
選
の
上
、
50
組
に

返
信
ハ
ガ
キ
で
通
知

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4106

長
門
市
仙
崎
漁
港
南

4297
‐
２
　
青
海
島
観
光
汽
船
（株）

TEL
26
‐
０
８
３
４



住
民
一
人
ひ
と
り
が
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
住
民

や
行
政
、
民
間
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

が
思
い
や
り
や
支
え
あ
い
の
精
神
で
力
を

合
わ
せ
、
み
ん
な
で
自
分
た
ち
が
住
ん
で

い
る
ま
ち
を
暮
ら
し
や
す
く
す
る
し
く
み
、

そ
れ
が
「
地
域
福
祉
」
で
す
。

地
域
の
な
か
に
は
、
育
児
に
不
安
を
抱

え
て
い
る
お
母
さ
ん
や
、
介
護
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
人
、
ま
た
体
が
不
自
由
で
外

出
す
る
の
が
困
難
な
人
が
多
く
お
ら
れ
ま

す
。
一
方
で
は
、
現
在
は
健
康
で
今
の
暮

ら
し
に
特
に
不
安
は
な
い
と
い
う
人
や
生

き
が
い
を
持
っ
て
生
涯
現
役
で
活
動
さ
れ

市
で
は
、
市
民
の
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、
憩
い
と
や

す
ら
ぎ
の
あ
る
人
間
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
福
祉
の
視
点
か
ら
の
「
地
域
づ
く
り
・
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
的
と
し
て
、
平
成
18
年
度
中
に
「
長
門
市
地
域
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
保
健
・
福
祉
の
専
門
家
や
実
際
に
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い

る
方
々
、
公
募
委
員
な
ど
で
組
織
さ
れ
る
長
門
市
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
住
民
座
談
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
市

民
の
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
た
計
画
づ
く
り
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
素
案
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

長
門
市
の
人
口
は
こ
の
30
年
間
で
約
１

万
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
逆
に
世
帯
数
は

わ
ず
か
に
増
加
し
て
お
り
、
１
世
帯
あ
た

り
の
人
員
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
高
齢
化
率
は
30
％
を
超
え

て
お
り
、
出
生
率
も
低
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。核

家
族
化
と
少
子
高
齢
化
の
著
し
い
進

行
に
よ
っ
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
夫
婦
だ

け
で
暮
ら
す
世
帯
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
世

帯
の
小
規
模
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
家
族
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
ニ
ー
ズ
、
福
祉
ニ
ー
ズ
な
ど
を
解
決
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

て
い
る
人
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
地
域
で
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
が
主

役
と
な
っ
て
助
け
合
い
、
支
え
あ
っ
て
、

地
域
の
な
か
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
し

く
み
づ
く
り
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
と
は
、「
地
域
福
祉
」
を

推
進
す
る
し
く
み
を
つ
く
る
計
画
で
す
。

「
高
齢
者
」
や
「
児
童
」
と
い
っ
た
分
野
の

視
点
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域
の
み
ん

な
が
主
役
に
な
っ
て
考
え
る
「
地
域
」
の

視
点
が
特
徴
で
す
。
み
ん
な
で
考
え
、
取

り
組
む
、
こ
れ
が
「
長
門
市
地
域
福
祉
計

画
」
で
す
。

み
ん
な
が
主
役
、
誰
も
が

住
み
つ
づ
け
て
み
た
い
ま
ち
づ
く
り

み
ん
な
が
参
加
す
る
こ
と
が
、
地
域
福

祉
の
第
一
歩
で
す
。
地
域
の
こ
と
を
知
っ

た
り
、
地
域
の
た
め
に
何
か
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
話
し
合
っ
た
り
、
地
域
の
中
で

自
分
に
合
っ
た
役
割
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ

て
、
み
ん
な
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
に
な

れ
る
よ
う
な
土
台
や
参
加
し
や
す
い
環
境

を
築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

長
門
市
に
誇
り
を
持
ち
生
き
が
い
を
感

じ
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域

で
支
え
あ
い
、
で
き
な
い
と
こ
ろ
を
サ
ー

ビ
ス
が
補
え
る
よ
う
な
し
く
み
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

１．
自
立
と
社
会
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

昨
年
２
月
に
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、「
地
域
の
た
め
に
何
か
役
に

立
ち
た
い
」
と
答
え
た
人
の
割
合
が
全
国

平
均
を
大
き
く
上
回
り
、
長
門
市
に
は
た

く
さ
ん
の
「
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持

ち
」
が
ふ
く
ら
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
き
っ
か
け
が
つ
か
め
な
い
た

め
に
、
現
在
「
特
に
何
も
し
て
い
な
い
」

と
答
え
た
人
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
誰
も
が

そ
の
人
に
あ
っ
た
や
り
方
で
参
加
で
き
る

よ
う
な
、
ま
た
参
加
し
た
い
と
思
え
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

２．
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
っ
て

と
も
に
生
き
る
地
域
づ
く
り

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
行
政
と

住
民
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
考
え
、
お
互

い
が
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
か
を
話

し
合
っ
て
い
く
「
協
働
」
と
い
う
取
り
組

み
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、「
生
活

課
題
」
や
「
協
働
」
の
意
義
を
み
ん
な
が

共
有
す
る
こ
と
か
ら
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま

り
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
っ
て
と
も

に
生
き
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

３．
総
合
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

し
く
み
づ
く
り

長
門
市
に
は
人
口
の
減
少
や
少
子
高
齢

化
な
ど
地
域
特
有
の
課
題
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
強
い
要
望

の
あ
っ
た
、「
情
報
の
提
供
」、「
相
談
体
制

の
充
実
」、「
交
通
手
段
の
確
保
」
を
は
じ

め
、
現
状
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
全
体
的
に

見
つ
め
な
お
し
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い

サ
ー
ビ
ス
の
し
く
み
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
公

募
）
制
度
に
よ
り
「
長
門
市
地
域
福
祉
計

画
（
素
案
）」
に
対
す
る
事
業
者
お
よ
び

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
（
素
案
）
の
全
文
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
市

役
所
本
庁
２
階
行
政
情
報
閲
覧
コ
ー
ナ

ー
、
各
総
合
支
所
保
健
セ
ン
タ
ー
で
も
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.nagato.

yam
aguchi.jp

募
集
要
項

■
募
集
期
間
　
２
／
１
（木）
〜
28
（水）

■
募
集
内
容
　

「
長
門
市
地
域
福
祉
計
画
（
素
案
）」
に

対
す
る
意
見

■
意
見
の
提
出
方
法

市
役
所
本
庁
地
域
福
祉
課
に
持
参
、
郵

便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る

■
そ
の
他

意
見
に
は
、
氏
名
・
住
所
を
必
ず
明
記

し
て
く
だ
さ
い

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4192

長
門
市
東
深
川
１
３
３
９
‐
２
　
　
　

長
門
市
役
所
市
民
福
祉
部

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

TEL
23
‐
１
２
４
５
　
FAX
23
‐
２
０
６
１

■
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

chiiki.fukushi@
city.nagato.lg.jp

51,421

14,103 14,636 14,920 14,924 15,295 15,628 15,393

50,892 50,259
47,656

45,565
43,473

41,131

人口

世帯数



●
と
き
　
３
／
８
（木）

昼
の
部
／
14：

00
〜

夜
の
部
／
18：

00
〜

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

１
　
階
　
席
／
　
３
、
５
０
０
円

２
　
階
　
席
／
　
２
、
５
０
０
円

桟
敷
席
（
６
名
）
／

１
７
、
５
０
０
円

高
校
生
以
下
／
　
１
、
２
０
０
円

※
昼
夜
共
に
お
求
め
の
方
に
限
り
、

１
、
０
０
０
円
の
割
引
を
い
た
し

ま
す

※
高
校
生
以
下
席
は
２
階
席
の
み
と

な
り
ま
す
　
　
　
　
　
　

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
①
、
②

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
２
６
５
７

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

開
館
７
周
年
を
記
念
し
て
、
コ
ン

サ
ー
ト
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
展

示
や
喫
茶
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　
３
／
４
（日）
９：

00
〜
16:

30

●
内
容
　
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
古
本
市
な
ど

サ
ン
ク
ス
ま
つ
り
特
別
企
画

「
あ
さ
み
ち
ゆ
き
コ
ン
サ
ー
ト
」

●
と
き
　
３
／
４
（日）

14：

00
〜

●
会
場
　
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
劇
場

●
入
場
料
（
全
自
由
席
）

一
　
　
　
般
　
３
、
０
０
０
円

友
の
会
会
員
　
２
、
０
０
０
円

※
友
の
会
会
員
の
割
引
は
２
枚
ま
で

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
①
〜
⑩

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
３
２
４
０

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

中
村
鴈
治
郎
改
め
坂
田
藤
十
郎
が

襲
名
後
長
門
に
初
お
目
見
え
！

●
と
き
　
５
／
26
（土）

17：

00
〜

５
／
27
（日）

13：

00
〜

●
演
目
　
「
鏡
獅
子
」、「
口
上
」、

「
廓
文
章
」

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

１
階
Ｓ
席
／
　
１
１
、
０
０
０
円

２
階
Ａ
席
／
　
１
０
、
０
０
０
円

２
階
Ｂ
席
／
　
　
９
、
０
０
０
円

桟
敷
席
（
６
名
）
／

６
６
、
０
０
０
円

※
当
日
５
０
０
円
増

（
桟
敷
席
は
３
、
０
０
０
円
増
）

●
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日

友
の
会
　
２
／
18
（日）

10：

00
〜

一
　
般
　
２
／
25
（日）

10：

00
〜

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所

①
、
②
、
⑤
〜
⑦
、
⑩

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
３
１
６
１

夫
の
死
後
、
本
妻
の
家
に
お
妾
と

小
姑
が
転
が
り
込
ん
だ
。
そ
こ
で
奇

妙
な
同
居
生
活
が
始
ま
る
。

爆
笑
に
次
ぐ
爆
笑
！
　
芸
術
座
が

生
ん
だ
歴
史
を
超
え
る
最
高
傑
作
。

上
演
８
０
０
回
を
超
え
る
こ
れ
ぞ
、

に
ん
げ
ん
喜
劇
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

●
と
き
　
４
／
８
（日）

17：

30
〜

４
／
９
（月）

12：

30
〜

●
出
演
　
池
内
淳
子
、
大
空
眞
弓
、

沢
田
亜
矢
子
ほ
か

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

Ｓ
席
　
　
８
、
０
０
０
円

Ａ
席
　
　
７
、
０
０
０
円

※
当
日
５
０
０
円
増

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　

①
、
②
、
⑤
〜
⑦
、
⑩

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
２
６
５
２

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

喜
び
に
浸
る

香
月
泰
男
は
相
反
す
る
二
つ
の
世

界
を
描
い
て
い
ま
す
。
し
か
も
並
行

し
て
。
一
つ
は
自
身
で
体
験
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
戦
争
、
そ
の
後
の
シ
ベ

リ
ヤ
抑
留
と
い
う
限
り
な
く
死
に
近

い
世
界
。
も
う
一
方
は
今
回
の
主
題

を
含
む
戦
禍
と
は
無
縁
の
世
界
。

生
き
と
し
生
け
る
も
の
へ
の
畏
敬

の
念
を
い
つ
も
心
に
留
め
温
か
い
眼

差
し
を
注
ぐ
画
家
。
描
か
れ
た
も
の

た
ち
か
ら
や
さ
し
さ
が
滲
み
出
て
い

る
の
は
ご
く
ご
く
自
然
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
し
ょ
う
。

●
会
　
期
　
２
／
３
（土）
〜
５
／
27
（日）

●
開
館
時
間
　
９：

00
〜
17：

00

（
入
館
は
16：

30
ま
で
）

●
入
館
料
（
20
人
以
上
団
体
）

・
一
　
般
　
５
０
０
円
（
４
０
０
円
）

・
大
学
生
　
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

・
高
校
生
以
下
無
料

９
回
目
を
迎
え
る
好
評
の
「
子
ど

も
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」
に
加
え
て
、

今
年
か
ら
「
大
人
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ

ル
」
も
開
催
し
ま
す
。

「
子
ど
も
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」

に
は
、
ゲ
ス
ト
奏
者
と
し
て
山
口
県

出
身
の
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
「
Ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
」

が
出
演
。
美
し
い
ピ
ア
ノ
の
旋
律
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

●
と
き
　
２
／
４
（日）

９：

00
〜

●
ゲ
ス
ト

Ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
（
女
性
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
）

●
入
場
無
料

大
人
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

●
と
き
　
２
／
11
（日）

13：

30
〜

●
入
場
無
料

香
月
泰
男
美
術
館
で
実
施
し
て
い

る
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
来
館
者
の
声

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

い
つ
拝
見
し
て
も
新
鮮
そ
の
も
の
。

何
回
も
何
回
も
拝
観
し
た
い
も
の
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
大
阪
市
80
代
女
性
）

地
方
に
こ
ん
な
立
派
な
美
術
館
が

あ
り
感
動
し
ま
し
た
。
内
容
も
素
晴

ら
し
く
、
丁
寧
な
ご
説
明
を
い
た
だ

き
遠
方
か
ら
来
た
も
の
と
し
て
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ぜ

ひ
盛
り
上
が
り
繁
栄
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

（
松
山
市
70
代
男
性
）

長
門
市
の
東
方
に
位
置
す
る
三
隅

地
区
。
藩
の
財
政
改
革
に
手
腕
を
振

る
っ
た
「
村
田
清
風
」、
女
医
と
し
て

多
く
の
人
に
慕
わ
れ
た
「
中
原
篷と

ま

」、

近
代
絵
画
の
巨
匠
「
香
月
泰
男
」。
そ

ん
な
郷
土
の
先
賢
を
輩
出
し
た
風
土

の
中
で
、
早
く
か
ら
新
生
活
運
動
と

と
も
に
公
民
館
活
動
が
展
開
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

昭
和
46
年
に
宗
頭
小
学
校
が
明
倫

小
学
校
と
統
合
さ
れ
た
の
を
機
に
、

三
隅
上
地
区
に
公
民
館
の
分
館
と
し

て
宗
頭
文
化
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
、
中
央
の
三
隅
公
民
館
と
と
も
に

地
域
の
生
涯
学
習
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
拠
点
と
し
て
各
種
活
動
が
展

開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

宗
頭
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宿
泊

を
伴
う
活
動
や
陶
芸
な
ど
の
体
験
活

動
も
で
き
る
施
設
を
整
え
、
近
年
そ

の
利
用
が
増
え
て
い
ま
す
。

主
な
活
動

・
み
す
み
文
化
祭

・
み
す
み
教
養
大
学

・
高
齢
者
学
級
（
寿
大
学
）

・
パ
ソ
コ
ン
教
室

・
女
性
講
座
（
短
期
・
カ
ト
レ
ア
の

会
・
ポ
テ
ト
ク
ラ
ブ
）

・
青
少
年
講
座
（
絵
画
・
子
ど
も
陶

芸
）

・
図
書
の
貸
出

・
ス
ポ
ー
ツ
の
玉
手
箱

・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
親
と
子
の
水

泳
・
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
等
）

・
公
民
館
だ
よ
り
の
発
行

・
自
治
会
活
動
の
支
援

・
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
ぎ
の
体
育
施
設
の
利
用
申
請
は

三
隅
公
民
館
へ
。

上
地
区
農
業
者
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
・
三
隅
勤
労
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
・
三
隅
総
合
運
動
公
園
（
ふ

れ
あ
い
パ
ー
ク
三
隅
）

体験工房の様子



なべを囲んで家族団らん

イカ団子なべ

エネルギー…197kcal   脂質…3.1g
塩分相当量…4.5g    たんぱく質…14.6g  

（１人分）

① イカは開いて、わたと軟骨を除き一口大に切る。足は目、口、吸盤などを除き、
一口大に切る。フードプロセッサーにイカとＡを入れ、なめらかになるまで撹
拌し細長い器などにきっちりと詰める。

② かぶは茎を2㎝残して葉を切り除き、皮をむいてたて4つに切る。にんじんは花
型に型抜きする。生しいたけは4つに切る。エリンギは半分の長さに切り、4つ
に切る。水菜は4㎝の長さに切る。わかめは一口大に切る。

③ 鍋にＢを煮立てかぶ、にんじん、ゆでこぼしておいたしらたき、生しいたけ、
エリンギを入れる。火が通ったら①のイカをスプーンで一口大の団子状にすく
い落とし入れて煮る。さらに水菜とわかめを加え煮る。

食べるときにお好みでゆずを絞ってもよい。プリプリした歯ごたえのイカ団子
は火が通りやすいので、食べる途中で作り足す方がおいしくいただけます。

あ
な
た
は
花
粉
症
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

花
粉
症
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う

（４人分）

花
粉
症
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど

の
花
粉
が
原
因
と
な
っ
て
ア
レ
ル
ギ

ー
症
状
を
お
こ
す
病
気
で
す
。
症
状

は
主
に
、
鼻
や
眼
、
の
ど
な
ど
に
お

こ
り
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
、
く
し
ゃ

み
、
目
の
か
ゆ
み
、
咳
、
時
に
は
頭

痛
、
め
ま
い
、
だ
る
い
な
ど
の
神
経

症
状
を
お
こ
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

症
状
が
出
始
め
た
ら
、
花
粉
飛
散
量
、

自
分
の
症
状
と
の
関
係
、
天
候
な
ど

を
記
録
に
つ
け
、
花
粉
症
を
疑
っ
て

見
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー

の
原
因
と
な
る
花
粉
を
知
る
た
め
、

病
院
で
診
断
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

次
に
花
粉
症
の
予
防
と
治
療
に
つ

い
て
で
す
が
、
花
粉
症
の
発
症
と
症

状
の
悪
化
を
防
ぐ
た
め
次
の
よ
う
な

セ
ル
フ
ケ
ア
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

花
粉
症
の
予
防
の
た
め
の

セ
ル
フ
ケ
ア

①
花
粉
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

②
花
粉
の
飛
散
の
多
い
日
は
外
出
を

控
え
、
窓
や
戸
は
閉
め
て
置
き
ま

し
ょ
う

③
外
出
時
に
は
鼻
と
目
に
花
粉
が
付

着
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
メ
ガ

ネ
や
マ
ス
ク
、
帽
子
を
着
用
し
ま

し
ょ
う

通
常
の
メ
ガ
ネ
だ
け
で
も
目
に
入

る
花
粉
の
量
は
、
か
け
て
い
な
い

時
の
半
分
以
下
と
な
り
ま
す
。
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
使
用
の
場
合
は

メ
ガ
ネ
に
変
え
た
ほ
う
が
良
い
で

し
ょ
う
。
マ
ス
ク
は
花
粉
症
用
の

マ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
が
、
通
常
の

マ
ス
ク
に
湿
っ
た
ガ
ー
ゼ
を
挟
み

込
む
だ
け
で
も
効
果
が
あ
り
ま
す

イカ団子
イカ　　　　　…2はい（250ｇ）
Ａ　酒　　　　…大さじ2
しょうが汁…小さじ2
玉子　　　…2個
塩　　　　…小さじ2/5
片栗粉　　…大さじ1

かぶ　　　　　　…4個（280ｇ）
にんじん　　　　…50ｇ
しらたき　　　　…2袋
生しいたけ　　　…2枚
エリンギ　　　　…1パック
水菜　　　　　　…50ｇ
生わかめ　　　　…40ｇ
Ｂ　だし　　　　…8カップ
さけ・しょうゆ・みりん

…各大さじ4
塩　　　　　…小さじ2/3

④
衣
類
は
、
表
面
の
す
べ
す
べ
し
た
、

化
繊
や
綿
の
衣
類
を
着
用
し
ま
し

ょ
う

⑤
帰
宅
時
は
、
衣
類
や
髪
を
よ
く
払

っ
て
か
ら
入
室
し
、
洗
顔
や
う
が

い
、
鼻
を
か
む
な
ど
し
て
花
粉
を

岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
TEL
22
‐
２
７
１
７

●
３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査

・
月
〜
金
曜
日
　
８：

30
〜
17：

00

土
曜
日
　
８：

30
〜
12：

00

※
２
／
12
（月）
は
休
み

長
門
総
合
病
院
　
　
TEL
22
‐
２
２
２
０

●
３
ヵ
月
児
健
康
診
査
（
110
日
以
降
）

・
毎
週
火
曜
日
　
13：

00
〜
14：

00

●
７
ヵ
月
児
健
康
診
査

・
２
／
１
（木）
・
15
（木）

13：

00
〜
14：

00

木
村
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
TEL
32
‐
０
０
０
８

●
３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査

・
２
／
13
（火）

14：

00
〜
14：

30

友
近
内
科
循
環
器
科
医
院
TEL
32
‐
１
１
８
０

●
３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査

・
２
／
８
（木）

14：

00
〜
14：

30

共
通
事
項

母
子
健
康
手
帳
と
乳
児
一

般
健
康
診
査
受
診
票
を
持
参
の
こ
と

乳

児

健

康

診

査

１
歳
６
ヵ
月
児
健
康
診
査

●
対
象
　
17
年
７
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時
　
２
／
14
（水）
13：

00
〜
13：

30

●
会
場
　
長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の

母
子
健
康
手
帳
等

３
歳
児
健
康
診
査

●
対
象
　
16
年
１
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時
　
２
／
27
（火）
13：

00
〜
13：

30

●
会
場
　
長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の

母
子
健
康
手
帳
等

●
日
時
・
場
所

・
２
／
２
（金）

９：
00
〜
11：

30

13：
00
〜
15：

00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

10：

00
〜
11：
30

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
２
／
７
（水）

10：

00
〜
11：

30

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

・
２
／
16
（金）

９：

00
〜
11：

30

13：

00
〜
15：

00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

育

児

相

談

健

康

相

談

●
日
時
・
場
所

・
毎
週
木
曜
日

９：

00
〜
11：

30
、
13：

00
〜
15：

00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
２
／
７
（水）

９：

00
〜
11：

30

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

９：

30
〜
11：

30

川
尻
老
人
憩
い
の
家

13：

00
〜
15：

00

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
２
／
８
（木）

９：

00
〜
12：

00

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

・
２
／
13
（火）

９：

30
〜
11：

30

宇
津
賀
集
落
セ
ン
タ
ー

・
２
／
20
（火）

９：

30
〜
11：

30

向
津
具
公
民
館

・
２
／
23
（金）

９：

30
〜
11：

30

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
日
時
・
場
所

・
２
／
20
（火）

13：

00
〜
14：

00

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
予
約
先
　
長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

TEL
22
‐
２
８
１
１

精
神
保
健
相
談
（
要
予
約
）

●
日
時
・
場
所

・
２
／
13
（火）

13：

00
〜
16：

00

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
予
約
先
　
長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

TEL
22
‐
２
８
１
１

禁
煙
相
談
（
要
予
約
）

健

康

学

び

塾

第
１
回
「
女
性
の
健
康
は
社
会
の
健
康
」

●
日
時
・
場
所

・
２
／
13
（火）

15：

00
〜
17：

00

三
隅
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

●
講
師

早
野

智
子
氏（
関
門
医
療
セ

ン
タ
ー
女
性
総
合
診
療
チ
ー
フ
医
師
）

●
申
込
期
限
　
２
／
８
（木）

第
２
回
「
め
ま
い
、
み
み
な
り
」

●
日
時
・
場
所

・
２
／
19
（月）

14：

00
〜
16：

00

長
門
市
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー
会
議
室

●
講
師
　
戎
本
　
浩
史
氏
（
長
門
総
合

９：

30
〜
11：

30

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
２
／
23
（金）

９：

30
〜
11：

00

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

男
性
の
料
理
教
室

●
日
時
・
場
所

・
２
／
20
（火）

10：

00
〜

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
実
習
室

●
対
象
　
料
理
に
興
味
の
あ
る
市
内
在

住
の
男
性
（
先
着
20
人
）

●
持
参
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
三

角
巾
、
参
加
費
（
315
円
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
母
子
保
健
係

TEL
23
‐
１
１
３
２
　

病
院
耳
鼻
咽
喉
科
医
師
）

●
申
込
期
限
　
２
／
15
（木）

第
３
回
「
お
口
の
中
か
ら
健
康
づ
く
り
」

●
日
時
・
場
所

・
２
／
26
（月）

14：

00
〜
16：

00

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
団
検
診
室

●
講
師
　
金
子
　
郁
子
氏
（
山
口
福
祉

専
門
学
校
歯
科
衛
生
士
科
科
長
）

●
申
込
期
限
　
２
／
22
（木）

共
通
事
項

●
参
加
料
　
１
回
100
円
（
資
料
代
等
）

●
携
行
品
　
筆
記
用
具

●
定
員
　
各
回
70
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
成
人
保
健
係

TEL
23
‐
１
１
３
３
　

育

児

学

級

●
日
時
・
場
所

・
２
／
21
（水）

10：

00
〜
11：

30

日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
親
子
体
操
等

●
申
込
方
法
　
日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

TEL
37
‐
５
１
０
０

落
と
し
ま
し
ょ
う

⑥
家
の
中
の
掃
除
を
こ
ま
め
に
お
こ

な
い
ま
し
ょ
う

⑦
タ
バ
コ
は
避
け
、
規
則
正
し
い
生

活
や
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

取
る
な
ど
日
常
生
活
に
も
注
意
し

ま
し
ょ
う

す
で
に
花
粉
症
の
人
は
、
シ
ー
ズ

ン
に
な
る
と
毎
年
症
状
が
起
こ
り
ま

す
。
そ
の
症
状
を
少
し
で
も
や
わ
ら

げ
る
た
め
に
、
医
師
に
相
談
し
、
花

粉
が
飛
ぶ
少
し
前
か
ら
薬
を
飲
み
始

め
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
ま

た
、
花
粉
症
を
治
す
治
療
法
と
し
て
、

徐
々
に
花
粉
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
を
抑
え
て
い
く
、
減
感
作
療
法

と
い
う
根
治
療
法
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
師
と
よ
く

相
談
し
、
治
療
を
計
画
的
に
行
い
ま

し
ょ
う
。



入
り
す
ぎ
　
寝
返
り
打
て
な
い

コ
タ
ツ
ム
リ
　

正
月
、
絵
馬
に
「
健
康
第
一
」
と
書

い
た
の
で
す
が
、
す
き
だ
ら
け
の
体
に

前
触
れ
も
な
く
や
っ
て
き
た
嘔
吐
下
痢

症
。
年
末
年
始
に
コ
タ
ツ
か
ら
抜
け
出

せ
な
い
コ
タ
ツ
ム
リ
現
象
が
た
た
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
嘔
吐
は
さ
ほ
ど
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
熱
が
出
て
下
痢
が

ひ
ど
く
て
３
日
も
休
む
こ
と
に
。
風
邪

の
時
で
も
食
欲
旺
盛
な
私
が
、
今
回
は

食
べ
物
の
匂
い
が
す
る
だ
け
で
参
り
ま

し
た
。
で
も
、
体
重
は
ひ
と
つ
も
変
わ

ら
ず
…
何
が
体
か
ら
出
て
い
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
今
の
と
こ
ろ
、
食
欲
も
あ

ま
り
湧
か
ず
（
？
）、
脂
っ
こ
い
も
の
は

ち
ょ
っ
と
遠
慮
し
て
い
ま
す
（
誘
わ
れ

た
ら
断
り
ま
せ
ん
が
…
）。
み
な
さ
ん
も

お
体
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ガ
ス
に
よ
る
死
亡
事
故
の
大
半
は
、

ガ
ス
機
器
か
ら
発
生
し
た
排
気
に
含

ま
れ
て
い
る
一
酸
化
炭
素
に
よ
る
も

の
で
す
。
一
酸
化
炭
素
は
毒
性
が
強

く
、
わ
ず
か
な
量
で
も
死
に
至
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
日
頃
か
ら
の
注

意
に
よ
り
、
事
故
を
防
ぐ
こ
と
も
で

き
ま
す
。

○
ガ
ス
機
器
を
使
用
す
る
際
は
「
換

気
扇
を
ま
わ

す
」、「
窓
を

開
け
る
」
な

ど
換
気
に
気

を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

○
煙
突
の
つ
い
た
ガ
ス
機
器
を
使
用

す
る
場
合
、
煙
突
が
外
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
一
酸
化
炭
素
を
含
む
排

気
が
漏
れ
、
死
亡
事
故
に
至
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

○
屋
外
設
置
式
の
ガ
ス
機
器
で
あ
れ
ば

一
酸
化
炭
素
中
毒
に
よ
る
死
亡
事
故

を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ガ
ス
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

点　　検

日
頃
か
ら
機
器
の
点
検
を
し
た
り
、

ガ
ス
漏
れ
警
報
機
を
設
置
す
る
な
ど

し
て
ガ
ス
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。



地
域
の
安
全
を
守
り
ま
す

長
門
市
消
防
出
初
式

１
月
７
日
、
長
門
市
消
防
出
初
式

が
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
を
含
む
長
門
市

総
合
公
園
で
開
催
さ
れ
、
観
閲
行
進

や
一
斉
放
水
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

観
閲
行
進
で
は
、
市
消
防
本
部
職

員
や
消
防
団
員
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

員
な
ど
約
800
人
が
力
強
く
行
進
。
今

年
一
年
の
防
火
・
消
防
活
動
へ
の
意

気
込
み
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
斉
放
水
で
は
、
多
く
の
一
般

市
民
も
見
守
る
中
、
消
防
団
員
が
し
っ
か
り
と
筒
先
を
構
え
一
斉

に
放
水
し
、
空
に
大
き
な
弧
を
描
い
て
い
ま
し
た
。




